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対象読者

このマニュアルは、Cisco Nexus Fabric Managerの設置、設定、および維持に携わるネットワー
ク管理者を対象としています。
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表記法

コマンドの説明には、次のような表記法が使用されます。

説明表記法

太字の文字は、表示どおりにユーザが入力するコマンドおよび

キーワードです。

bold

イタリック体の文字は、ユーザが値を指定する引数です。italic

省略可能な要素（キーワードまたは引数）は、角かっこで囲ん

で示しています。

[x]

いずれか1つを選択できる省略可能なキーワードや引数は、角
かっこで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y]

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワードや
引数は、波かっこで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}

角かっこまたは波かっこが入れ子になっている箇所は、任意ま

たは必須の要素内の任意または必須の選択肢であることを表し

ます。角かっこ内の波かっこと縦棒は、省略可能な要素内で選

択すべき必須の要素を示しています。

[x {y | z}]

ユーザが値を入力する変数であることを表します。イタリック

体が使用できない場合に使用されます。

variable

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用
しないでください。引用符を使用すると、その引用符も含めて

stringと見なされます。

string

例では、次の表記法を使用しています。

説明表記法

スイッチが表示する端末セッションおよび情報は、スクリーン

フォントで示しています。

screen フォント

ユーザが入力しなければならない情報は、太字の screenフォン
トで示しています。

太字の screen フォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screenフォント
で示しています。

イタリック体の screenフォン

ト

パスワードのように出力されない文字は、山カッコ（< >）で
囲んで示しています。

< >
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説明表記法

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコ

で囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合
には、コメント行であることを示します。

!、#
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Cisco Nexus Fabric Managerの関連資料

• Cisco Nexus 9000シリーズ NX-OS基本構成ガイド、リリース 7.x

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus9000/sw/7-x/fundamentals/
configuration/guide/b_Cisco_Nexus_9000_Series_NX-OS_Fundamentals_Configuration_Guide_
7x.html

• Cisco Nexus 9000シリーズ NX-OSインターフェイス設定ガイド、リリース 7.x

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus9000/sw/7-x/interfaces/configuration/
guide/b_Cisco_Nexus_9000_Series_NX-OS_Interfaces_Configuration_Guide_7x.html

• Cisco Nexus 9000 Series NX-OSシステム管理構成ガイド、リリース 7.x

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus9000/sw/7-x/system_management/
configuration/guide/b_Cisco_Nexus_9000_Series_NX-OS_System_Management_Configuration_
Guide_7x.html

• Cisco Nexus 9000シリーズ NX-OS VXLAN構成ガイド、リリース 7.x

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus9000/sw/7-x/vxlan/configuration/
guide/b_Cisco_Nexus_9000_Series_NX-OS_VXLAN_Configuration_Guide_7x.html
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通信、サービス、およびその他の情報

•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によって求めるビジネス成果を得るには、CiscoServices [英語]にアクセスして
ください。

•サービスリクエストを送信するには、Cisco Support [英語]にアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco DevNet [英語]にアクセスしてください。

•一般的なネットワーク、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、CiscoPress [英
語]にアクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイとして機能する、Webベースのツール
です。BSTは、製品とソフトウェアに関する詳細な障害情報を提供します。
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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

•新機能および変更された機能に関する情報（1ページ）

新機能および変更された機能に関する情報
表 1 : NX-OSリリース 10.4(x)の新機能および変更された機能

参照先変更が行われたリ

リース

説明特長

N/A10.4(1)Fこのリリースで追加され

た新機能はありません。

NA
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第 2 章

概要

この章では、Cisco Nexus 3600プラットフォームスイッチの Cisco NX-OSマルチキャスト機能
について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

•ライセンス要件（3ページ）
•サポートされるプラットフォーム（3ページ）
•マルチキャストについて（3ページ）
•一般的なマルチキャスト制約事項（12ページ）
• SWと HWマルチキャストルート間の不一致のトラブルシューティング （12ページ）
•その他の参考資料（12ページ）

ライセンス要件
Cisco NX-OSライセンス方式の推奨の詳細と、ライセンスの取得および適用の方法について
は、『Cisco NX-OSライセンスガイド』および『Cisco NX-OSライセンスオプションガイド』
を参照してください。

サポートされるプラットフォーム
Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I7(1)以降では、Nexusスイッチプラットフォームサポートマト
リクスに基づいて、選択した機能をさまざまな Cisco Nexus 9000および 3000スイッチで使用
するために、どの Cisco NX-OSリリースが必要かを確認してください。

マルチキャストについて
IPマルチキャストは、同一セットの IPパケットをネットワーク上の複数のホストに転送する
手法です。IPv4ネットワークで、マルチキャストを使用して、複数の受信者に効率的にデータ
を送信できます。

Cisco Nexus 36000スイッチ NX-OSマルチキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.4（X）
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マルチキャストには、グループと呼ばれる IPマルチキャストアドレスに送信されたマルチキャ
ストデータの送信側と受信側の配信と検出の両方の手法が含まれます。グループと送信元 IP
アドレスが入ったマルチキャストアドレスは、しばしばチャネルと呼ばれます。InternetAssigned
Number Authority（IANA）では、IPv4マルチキャストアドレスとして、224.0.0.0～
239.255.255.255を割り当てています。詳細については、
http://www.iana.org/assignments/multicast-addressesを参照してください。

マルチキャストに関連する RFCの完全なリストについては、「IPマルチキャストに関する
IETF RFC」を参照してください。

（注）

ネットワーク上のルータは、受信者からのアドバタイズメントを検出して、マルチキャスト

データの要求対象となるグループを特定します。その後、ルータは送信元からのデータを複製

して、対象の受信者へと転送します。グループ宛のマルチキャストデータが送信されるのは、

そのデータを要求する受信者を含んだ LANセグメントだけです。

次の図に、1つの送信元から 2つの受信者へと、マルチキャストデータを送信する場合の例を
示します。この図で、中央のホストが属する LANセグメントにはマルチキャストデータを要
求する受信者が存在しないため、このホストは受信者にデータを転送しません。

図 1 : 1つの送信元から 2つの受信者へのマルチキャストトラフィック

マルチキャスト配信ツリー

マルチキャスト配信ツリーとは、送信元と受信者を中継するルータ間の、マルチキャストデー

タの伝送パスを表します。マルチキャストソフトウェアはサポートするマルチキャスト方式に

応じて、タイプの異なるツリーを構築します。

送信元ツリー

送信元ツリーは、送信元からネットワーク経由でマルチキャストトラフィックを伝送する場合

の最短パスです。特定のマルチキャストグループへと送信されたマルチキャストトラフィッ

クが、同じグループのトラフィックを要求する受信者へと転送されます。送信元ツリーは、最

短パスとしての特性から、最短パスツリー（SPT）と呼ばれることがあります。次の図は、ホ
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スト Aを起点とし、ホスト Bおよび Cに接続されているグループ 224.1.1.1の送信元ツリーを
示しています。

図 2 :送信元ツリー

表記（S,G）は、グループGの任意の送信元からのマルチキャストトラフィックを表します。
この図のSPTは、（192.0.2.1, 224.1.1.1）と記述されます。同じグループの複数の送信元からト
ラフィックを送信できます。

共有ツリー

共有ツリーとは、共有ルート、つまりランデブーポイント（RP）から各受信者に、ネットワー
ク経由でマルチキャストトラフィックを伝送する共有配信パスを表します（RPは各ソースへ
のSPTを作成します。）共有ツリーは、RPツリー（RPT）とも呼ばれます。次の図では、ルー
タ Dに RPを持つ、グループ 224.1.1.1の共有ツリーを示しています。データは送信元ホスト
Aおよびホスト Dからルータ D（RP）に送信され、そこから受信者ホスト Bおよびホスト C
にトラフィックが転送されます。

Cisco Nexus 36000スイッチ NX-OSマルチキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.4（X）
5

概要

共有ツリー



図 3 :共有ツリー

表記（*、G）は、グループGの任意の送信元からのマルチキャストトラフィックを表します。
上の図の共有ツリーは、（*、224.2.2.2）と記述されます。

マルチキャスト転送

マルチキャストトラフィックは任意のホストを含むグループ宛に送信されるため、ルータはリ

バースパスフォワーディング（RPF）を使用して、グループのアクティブな受信者にデータ
をルーティングします。受信者がグループに加入すると、送信元方向へ向かうパス（SSMモー
ドの場合）、またはRP方向へ向かうパス（ASMモードの場合）が形成されます。送信元から
受信者へのパスは、受信者がグループに加入したときに作成されたパスと逆方向になります。

マルチキャストパケットが着信するたびに、ルータは RPFチェックを実行します。送信元に
接続されたインターフェイスにパケットが着信した場合は、グループの発信インターフェイス

（OIF）リスト内の各インターフェイスにパケットが転送されます。それ以外の場合、パケッ
トはドロップされます。

次の図に、異なるインターフェイスから着信したパケットについて、RPFチェックを行う場合
の例を示します。E0に着信したパケットは、RPFチェックに失敗します。これは、ユニキャ
ストテーブルで、対象の送信元ネットワークがインターフェイス E1に関連付けられているた
めです。E1に着信したパケットは、RPFチェックに合格します。これは、ユニキャストルー
トテーブルで、対象の送信元ネットワークがインターフェイス E1に関連付けられているため
です。
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図 4 : RPFチェックの例

PIM
Cisco NX-OSは Protocol Independent Multicast（PIM）スパースモードを使用したマルチキャス
トをサポートしています。PIMは IPルーティングプロトコルに依存せず、使用されているす
べてのユニキャストルーティングプロトコルが提供するユニキャストルーティングテーブル

を利用できます。PIMスパースモードでは、ネットワーク上の要求元だけにマルチキャスト
トラフィックが伝送されます。PIMデンスモードは Cisco NX-OSではサポートされていませ
ん。

このマニュアルで、「PIM」という用語は PIMスパースモードバージョン 2を表します。（注）

マルチキャストコマンドにアクセスするには、PIM機能をイネーブルにする必要があります。
ドメイン内の各ルータのインターフェイス上で、PIMをイネーブルにしないかぎり、マルチ
キャスト機能はイネーブルになりません。PIMは IPv4ネットワーク用に設定できます。デフォ
ルトでは、IGMPがシステムで実行されています。

マルチキャスト対応ルータ間で使用される PIMは、マルチキャスト配信ツリーを構築して、
ルーティングドメイン内にグループメンバーシップをアドバタイズします。PIMは、複数の
送信元からのパケットが転送される共有配信ツリーと、単一の送信元からのパケットが転送さ

れる送信元配信ツリーを構築します。

配信ツリーは、リンク障害またはルータ障害のためにトポロジが変更されると、トポロジを反

映して自動的に変更されます。PIMは、マルチキャスト対応の送信元と受信者の両方を動的に
追跡します。

ルータはユニキャストルーティングテーブルおよび RPFルートを使用して、マルチキャスト
ルーティング情報を生成します。

次の図に、IPv4ネットワーク内の 2つの PIMドメインを示します。
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このマニュアルでは、「IPv4用の PIM」という表現は、Cisco NX-OSにおける PIMスパース
モードの導入を表します。PIMドメインには、IPv4ネットワークを含めることができます。

（注）

次の図に、IPv4ネットワーク内の 2つの PIMドメインを示します。

図 5 : IPv4ネットワーク内の PIMドメイン

•矢印の付いた直線は、ネットワークで伝送されるマルチキャストデータのパスを表しま
す。マルチキャストデータは送信元ホストの Aおよび Dから発信されます。

•ホスト Bおよびホスト Cではマルチキャストデータを受信するため、インターネットグ
ループ管理プロトコル（IGMP）プロトコルを使用して、マルチキャストグループへの加
入要求をアドバタイズします。

•ルータ A、C、および Dは指定ルータ（DR）です。LANセグメントに複数のルータが接
続されている場合は（Cや Eなど）、PIMソフトウェアによって DRとなるルータが 1つ
選択されます。これにより、マルチキャストデータの窓口として、1つのルータだけが使
用されます。

ルータBとルータ Fは、それぞれ異なる PIMドメインのランデブーポイント（RP）です。RP
は、複数の送信元と受信者を接続するため、PIMドメイン内の共通ポイントとして機能しま
す。
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PIMは送信元と受信者間の接続に関して、これらのマルチキャストモードをサポートしてい
ます。

• Any Source Multicast（ASM）

• Source Specific Multicast（SSM）

Cisco NX-OSでは上記モードを組み合わせて、さまざまな範囲のマルチキャストグループに対
応することができます。マルチキャスト用の RPFルートを定義することもできます。

アーキテクチャセールスマネージャ（ASM）

Any SourceMulticast（ASM）は PIMツリー構築モードの 1つです。新しい送信元および受信者
を検出する場合には共有ツリーを、受信者から送信元への最短パスを形成する場合は送信元ツ

リーを使用します。共有ツリーでは、ランデブーポイント（RP）と呼ばれるネットワークノー
ドをルートとして使用します。送信元ツリーは第1ホップルータをルートとし、アクティブな
発信元である各送信元に直接接続されています。ASMモードでは、グループ範囲に対応する
RPが必要です。RPは静的に設定することもできれば、Auto-RPプロトコルまたはブートスト
ラップルータ（BSR）プロトコルを使用して、グループと RP間の関連付けを動的に検出する
こともできます。

RPを設定する場合、デフォルトモードは ASMモードです。

ASMの構成に関する詳細は、「ASMの構成」セクションを参照してください。

SSM

送信元固有マルチキャスト（SSM）は、マルチキャスト送信元への加入要求を受信する LAN
セグメント上の代表ルータを起点として、送信元ツリーを構築する PIMモードです。送信元
ツリーは、PIM加入メッセージを送信元方向に送信することで構築されます。SSMモードで
は、RPを設定する必要がありません。

SSMモードの場合、PIMドメインの外部にある送信元と受信者を接続できます。

SSMの構成に関する詳細は、「SSMの構成」セクションを参照してください。

マルチキャスト用 RPFルート

静的マルチキャスト RPFルートを設定すると、ユニキャストルーティングテーブルの定義内
容を無効にすることができます。この機能は、マルチキャストトポロジとユニキャストトポ

ロジが異なる場合に使用されます。

マルチキャストのRPFルートの構成に関する詳細は、「マルチキャストのRPFルートの構成」
セクションを参照してください。

IGMP
デフォルトでは、PIMのインターネットグループ管理プロトコル（IGMP）が、システムで実
行されています。
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IGMPプロトコルは、マルチキャストグループのメンバーシップを要求するため、マルチキャ
ストデータを受信する必要があるホストで使用されます。グループメンバーシップが確立さ

れると、対象のグループのマルチキャストデータが要求元ホストの LANセグメントに転送さ
れます。

インターフェイスには IGMPv2または IGMPv3を設定できます。SSMモードをサポートする場
合は、IGMPv3を使用するのが一般的です。デフォルトでは IGMPv2がイネーブルになってい
ます。

IGMPの構成に関する詳細は、「 IGMPの設定（15ページ）」を参照してください。

IGMPスヌーピング
IGMPスヌーピングは、VLANで既知の受信者に接続された一部のポートだけにマルチキャス
トトラフィックを転送する機能です。対象ホストからの IGMPメンバーシップレポートメッ
セージを調べる（スヌーピングする）ことにより、マルチキャストトラフィックは対象ホスト

が接続されたVLANポートだけに送信されます。システムでは、IGMPスヌーピングがデフォ
ルトで稼働しています。

IGMPスヌーピングの構成に関する詳細は、「 IGMPスヌーピングの構成（77ページ）」を
参照してください。

ドメイン内マルチキャスト

CiscoNX-OSでは、PIMドメイン間でマルチキャストトラフィック送信を実行するための方法
が提供されます。

SSM

PIMソフトウェアは SSMを使用して、受信者の指定ルータから既知の送信元 IPアドレスへの
最短パスツリーを構築します。この場合、送信元は別の PIMドメイン内にあってもかまいま
せん。ASMモードの場合、別の PIMドメインから送信元にアクセスするには、別のプロトコ
ルを使用する必要があります。

ネットワークで PIMをイネーブルにすると、SSMを使用し、受信者の指定ルータが IPアドレ
スを把握している任意のマルチキャスト送信元への接続パスを確立できます。

SSMの構成に関する詳細は、「SSM（PIM）の設定（58ページ）」セクションを参照してく
ださい。

MRIB
Cisco NX-OS IPv4 Multicast Routing Information Base（MRIB）は、PIMや IGMPなどのマルチ
キャストプロトコルで生成されるルート情報を格納するためのリポジトリです。MRIBはルー
ト情報自体には影響を及ぼしません。MRIBは、各仮想ルーティングおよびフォワーディング
（VRF）インスタンスの独立したルート情報を維持しています。
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次の図は、Cisco NX-OSマルチキャストソフトウェアアーキテクチャの主要コンポーネント
を示します：

•マルチキャストFIB（MFIB）配信（MFDM）APIは、MRIBを含むマルチキャストレイヤ
2およびレイヤ 3コントロールプレーンモジュールと、プラットフォームフォワーディ
ングプレーン間のインターフェイスを定義します。コントロールプレーンモジュールは、

MFDM APIを使用してレイヤ 3ルートアップデートおよびレイヤ 2ルックアップ情報を
送信します。

•マルチキャストFIB配信プロセスは、マルチキャスト更新メッセージをスイッチに配信し
ます。

•レイヤ 2マルチキャストクライアントプロセス：レイヤ 2マルチキャストハードウェア
転送パスを構築します。

•ユニキャストおよびマルチキャスト FIBプロセス：レイヤ 3ハードウェア転送パスを管理
します。

図 6 : Cisco NX-OSマルチキャストソフトウェアのアーキテクチャ
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一般的なマルチキャスト制約事項
以下は、マルチキャストのCisco Nexus 3600プラットフォームスイッチの注意事項と制約事項
です：

• Cisco Nexus 3600プラットフォームスイッチは、Pragmatic General Multicast（PGM）をサ
ポートしていません。

•レイヤ 3 IPv6マルチキャストルーティングはサポートされていません。

•レイヤ 2 IPv6マルチキャストパケットは、着信 VLANでフラッディングされます。

•マルチキャストは、Cisco Nexus 3600プラットフォームスイッチではサポートされていま
せん。

SWと HWマルチキャストルート間の不一致のトラブル
シューティング

症状

このセクションでは、アクティブなフローでMRIBに表示されるが、MFIBでプログラムされ
ていない *、G、または S,Gエントリに関連した症状、考えられる原因、および推奨されるア
クションについて説明します。

考えられる原因

この問題は、ハードウェアの容量を超えて多数のアクティブフローを受信した場合に発生しま

す。これにより、空きハードウェアインデックスがなくなって、一部のエントリがハードウェ

アでプログラムされなくなります。

ハードウェアリソースを解放するためにアクティブなフローの数が大幅に削減された場合、

ハードウェアテーブルがいっぱいであったときに以前影響されていたフローについては、エン

トリ、タイムアウト、再入力が生じ、プログラミングがトリガーされるまで、MRIBとMFIB
の間で不整合が見られることがあります。

現在、ハードウェアリソースが解放された後に、MRIBテーブルを調べて、ハードウェアの欠
落しているエントリを再プログラムするメカニズムはありません。

改善処置

エントリを確実に再プログラミングするには、clear ip mroute *コマンドを使用します。

その他の参考資料
マルチキャストの実装に関する詳細情報については、次の項目を参照してください。
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• IPマルチキャストについての IETF RFC

MIB
MIBのリンクMIB

MIBを検索してダウンロードするには、次のMIBロケータに移
動します。

IP Multicast：IPマルチキャスト
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第 3 章

IGMPの設定

この章では、IPv4ネットワーク用に Cisco Nexus 3600プラットフォームスイッチでインター
ネットグループ管理プロトコル（IGMP）を構成する方法について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• IGMPについて（15ページ）
• IGMPに関する注意事項と制限事項（19ページ）
• IGMPのデフォルト設定（19ページ）
• IGMPパラメータの設定（20ページ）
• IGMP構成の確認（30ページ）
• IGMPの設定例（30ページ）
•次の作業（31ページ）

IGMPについて
IGMPは、ホストが特定のグループにマルチキャストデータを要求するために使用する IPv4
プロトコルです。ソフトウェアは、IGMPを介して取得した情報を使用し、マルチキャストグ
ループまたはチャネルメンバーシップのリストをインターフェイス単位で保持します。これら

の IGMPパケットを受信したシステムは、既知の受信者が含まれるネットワークセグメント
に、要求されたグループまたはチャネルに関する受信データをマルチキャスト送信します。

IGMPプロセスはデフォルトで実行されています。インターフェイスでは IGMPを手動でイネー
ブルにできません。IGMPは、インターフェイスで次のいずれかの設定作業を行うと、自動的
にイネーブルになります。

• PIMをイネーブルにします。

•ローカルマルチキャストグループの静的なバインディングをします。

•リンクローカルグループレポートのイネーブル化
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IGMPのバージョン
スイッチでは、IGMPv2と IGMPv3、および IGMPv1のレポート受信がサポートされています。

デフォルトでは、ソフトウェアが IGMPプロセスを起動する際に、IGMPv2がイネーブルにな
ります。必要に応じて、各インターフェイスでは IGMPv3をイネーブルにできます。

IGMPv3には、次に示す IGMPv2からの重要な変更点があります。

•次の機能を提供し、各受信者から送信元までの最短パスツリーを構築可能なSource-Specific
Multicast（SSM）をサポートします。

•グループおよび送信元を両方指定できるホストメッセージ

• IGMPv2ではグループについてのみ保持できたマルチキャストステートを、グループ
および送信元について保持可能

•ホストによるレポート抑制が行われなくなり、IGMPクエリーメッセージを受信するたび
に IGMPメンバーシップレポートが送信されるようになりました。

IGMPv2の詳細については、RFC 2236を参照してください。

IGMPv3の詳細については、RFC 3376を参照してください。

IGMPの基礎
この図に、ルータが IGMPを使用し、マルチキャストホストを検出する基本的なプロセスを示
します。ホスト 1、2、および 3は要求外の IGMPメンバーシップレポートメッセージを送信
して、グループまたはチャネルに関するマルチキャストデータの受信を開始します。

図 7 : IGMPv1および IGMPv2クエリ応答プロセス

IGMPv1および IGMPv2クエリ応答プロセスの図では、ルータA（サブネットの代表 IGMPク
エリア）は、すべてのホストが含まれる 224.0.0.1ホストマルチキャストグループに定期的に
クエリメッセージを送信して、マルチキャストデータを受信するホストを検出します。グルー

プメンバーシップタイムアウト値を設定できます。指定したタイムアウト値が経過すると、

ルータはサブネット上にグループのメンバーまたは送信元が存在しないと見なします。IGMP
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パラメータの構成方法については、「IGMPインターフェイスパラメータの構成」セクション
を参照してください。

IPアドレスが最小のルータが、サブネットの IGMPクエリアとして選出されます。ルータは、
自身よりも下位の IPアドレスを持つルータからクエリーメッセージを継続的に受信している
間、クエリアタイムアウト値をカウントするタイマーをリセットします。ルータのクエリア

タイマーが期限切れになると、そのルータは代表クエリアになります。そのあとで、このルー

タが、自身よりも下位の IPアドレスを持つルータからのホストクエリーメッセージを受信す
ると、ルータは代表クエリアとしての役割をドロップしてクエリアタイマーを再度設定しま

す。

この図では、ホスト1からのメンバーシップレポートの送出が止められており、最初にホスト
2からグループ 224.1.1.1に関するメンバーシップレポートが送信されます。ホスト 1はホスト
2からレポートを受信します。ルータに送信する必要があるメンバーシップレポートは、グ
ループにつき 1つだけであるため、その他のホストではレポートの送出が止められ、ネット
ワークトラフィックが軽減されます。レポートの同時送信を防ぐため、各ホストではランダム

な時間だけレポート送信が保留されます。クエリの最大応答時間パラメータを設定すると、ホ

ストが応答をランダム化する間隔を制御できます。

IGMPv1および IGMPv2メンバーシップレポートが抑制されるのは、同じポートに複数のホス
トが接続されている場合だけです。

（注）

次の図のルータ Aは、IGMPv3グループ/ソース固有のクエリを LANに送信します。ホスト 2
および3は、アドバタイズされたグループおよび送信元からデータを受信することを示すメン
バーシップレポートを送信して、そのクエリーに応答します。この IGMPv3機能では、SSM
がサポートされます。IGMPv1ホストおよび IGMPv2ホストがSSMをサポートするよう、SSM
を変換する方法については、「IGMP SSM変換の設定（27ページ）」セクションを参照して
ください。

図 8 : IGMPv3グループ/ソース固有のクエリ

IGMPv3ホストでは、IGMPメンバーシップレポートの抑制が行われません。（注）
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代表クエリアから送信されるメッセージの存続可能時間（TTL）値は 1です。つまり、サブ
ネット上の直接接続されたルータは、メッセージを転送しません。IGMPの起動時に送信され
るクエリメッセージの頻度および回数を個別に設定したり、スタートアップクエリインター

バルを短く設定したりすることで、グループステートの確立時間を最小限に抑えることができ

ます。不要ですが、起動後のクエリーインターバルをチューニングすることで、ホストグルー

プメンバーシップメッセージへの応答性と、ネットワーク上のトラフィック量のバランスを

調整できます。

クエリーインターバルを変更すると、マルチキャスト転送能力が著しく低下することがありま

す。

注意

マルチキャストホストがグループを脱退する場合、IGMPv2以上を実行するホストでは、IGMP
Leaveメッセージを送信します。このホストがグループを脱退する最後のホストであるかどう
かを確認するために、IGMPクエリメッセージが送信されます。そして、最終メンバーのクエ
リ応答インターバルと呼ばれる、ユーザーが設定可能なタイマーが起動されます。タイマーが

切れる前にレポートが受信されない場合は、ソフトウェアによってグループステートが解除さ

れます。ルータはグループステートが解除されないかぎり、このグループにマルチキャスト

トラフィックを送信し続けます。

輻輳ネットワークでのパケット損失を補正するには、ロバストネス値を設定します。ロバスト

ネス値は、IGMPソフトウェアがメッセージ送信回数を確認するために使用されます。

224.0.0.0/24内に含まれるリンクローカルアドレスは、インターネット割り当て番号局（IANA）
によって予約されています。ローカルネットワークセグメント上のネットワークプロトコル

では、これらのアドレスが使用されます。これらのアドレスは TTLが 1であるため、ルータ
からは転送されません。IGMPプロセスを実行すると、デフォルトでは、非リンクローカルア
ドレスにだけメンバーシップレポートが送信されます。ただし、リンクローカルアドレスに

レポートが送信されるよう、ソフトウェアの設定を変更することができます。

IGMPパラメータの構成方法については、「IGMPインターフェイスパラメータの構成」セク
ションを参照してください。

仮想化のサポート

Cisco NX-OSは仮想ルーティングおよびフォーワーディング（VRF）をサポートします。ま
た、複数の VRFインスタンスを定義できます。IGMPを使用して設定された VRFは、次の
IGMP機能をサポートします。

• IGMPは、インターフェイスごとに有効化または無効化されています。

• IGMPv1、IGMPv2、および IGMPv3によりルータ側のサポートを提供します。

• IGMPv2および IGMPv3によりホスト側のサポートを提供します。

• IGMPクエリアパラメータの設定をサポート

•リンクローカルマルチキャストグループに対する IGMPレポートがサポートされていま
す。
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• IGMP SSM変換により IGMPv2グループを送信元のセットにマッピング

•マルチキャストトレースルート（Mtrace）リクエストを処理するMtraceサーバー機能の
サポート

VRFの設定方法については、Cisco Nexus 3000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide
を参照してください。

IGMPに関する注意事項と制限事項
IGMPに関する注意事項および制限事項は次のとおりです。

•すべての外部マルチキャストルーターポート (静的に構成されているか、動的に学習され
ている)は、グローバル LTLインデックスを使用します。ミスがある場合、VLAN Xのト
ラフィックは、VLAN Xを許可するすべてのマルチキャストルータポートに送信されま
す。

• ip igmp join-groupコマンドを使用すると、スイッチをマルチキャストグループにバインド
できます。スイッチは、指定されたグループに対して Internet Group Management Protocol
（IGMP）結合を生成し、このグループに送信されるマルチキャストパケットはすべて
CPUに送信されます。ip igmp join-groupコマンドを使用してOutgoing InterfaceLists（OILs）
をプログラムすることはできません。ストリームに対して要求するレシーバがある場合で

も、パケットは送信されません。スイッチをマルチキャストグループにバインドするに

は、ip igmp join-groupコマンドの代わりに ip igmp static-oifコマンドを使用します。

• IGMPv3（RFC 3376）に従って送信元のリストを除外またはブロックすることはサポート
されていません。

IGMPのデフォルト設定
次の表に、IGMPパラメータのデフォルト設定を示します。

表 2 : IGMPパラメータのデフォルト設定

デフォルトパラメータ

2IGMPのバージョン

30秒スタートアップクエリーインターバ

ル

2スタートアップクエリーの回数

2ロバストネス値

255秒クエリアタイムアウト
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デフォルトパラメータ

255秒クエリータイムアウト

10秒クエリーの最大応答時間

125秒クエリーインターバル

1秒最終メンバーのクエリー応答イン

ターバル

2最終メンバーのクエリー回数

260秒グループメンバーシップタイムアウ

ト

無効リンクローカルマルチキャストグ

ループのレポート

無効ルータアラートの実施

ディセーブル即時離脱

IGMPパラメータの設定
IGMPグローバルパラメータおよびインターフェイスパラメータを設定すると、IGMPプロセ
スの動作を変更できます。

IGMPインターフェイスパラメータの設定
オプションの IGMPインターフェイスパラメータは、次のテーブルで構成できます。

表 3 : IGMPインターフェイスパラメータ

説明パラメータ

インターフェイスでイネーブルにする IGMPのバージョン。有効な
IGMPバージョンは 2または 3です。デフォルトは 2です。

IGMPのバージョン
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説明パラメータ

インターフェイスに静的にバインドされるマルチキャストグルー

プ。(*, G)というステートでインターフェイスの加入先グループを
設定するか、グループに加入する送信元 IPを、(S, G)というステー
トで指定します。match ip multicastコマンドで、使用するグループ
プレフィックス、グループ範囲、および送信元プレフィックスを示

すルートマップポリシー名を指定できます。

（注）

(S, G)ステートで設定しても、送信元ツリーが構築されるのは
IGMPv3がイネーブルな場合だけです。SSMの変換に関する詳細
は、「IGMP SSM変換の構成」セクションを参照してください。

ネットワーク上の全マルチキャスト対応ルータを含むマルチキャス

トグループを設定すると、このグループに ping要求を送信するこ
とで、すべてのルータから応答を受け取ることができます。

スタティックマルチキャス

トグループ

発信インターフェイスに静的にバインドされるマルチキャストグ

ループ。(*, G)というステートで発信インターフェイスの加入先グ
ループを設定するか、グループに加入する送信元 IPを、(S, G)とい
うステートで指定します。match ip multicastコマンドで、使用する
グループプレフィックス、グループ範囲、および送信元プレフィッ

クスを示すルートマップポリシー名を指定できます。

（注）

(S, G)ステートで設定しても、送信元ツリーが構築されるのは
IGMPv3がイネーブルな場合だけです。SSMの変換に関する詳細
は、「IGMP SSM変換の構成」セクションを参照してください。

発信インターフェイス

（OIF）上のスタティック
マルチキャストグループ

スタートアップクエリーインターバル。デフォルトでは、ソフト

ウェアができるだけ迅速にグループステートを確立できるように、

このインターバルはクエリーインターバルより短く設定されていま

す。有効範囲は 1～ 18,000秒です。デフォルト値は 31秒です。

スタートアップクエリーイ

ンターバル

スタートアップクエリーインターバル中に送信される起動時のク

エリー数。有効範囲は 1～ 10です。デフォルトは 2です。
スタートアップクエリーの

回数

輻輳ネットワークでのパケット損失を許容範囲内に抑えるために使

用される、調整可能なロバストネス変数。ロバストネス変数を大き

くすれば、パケットの再送信回数を増やすことができます。有効範

囲は 1～ 7です。デフォルトは 2です。

ロバストネス値

前クエリアがクエリーを停止してから、自身がクエリアとして処理

を引き継ぐまで、ソフトウェアが待機する秒数。有効範囲は 1～
65,535秒です。デフォルト値は 255秒です。

クエリアタイムアウト
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説明パラメータ

IGMPクエリーでアドバタイズされている最大応答時間。大きな値
を設定すると、ホストの応答時間が延長されるため、ネットワーク

の IGMPメッセージを調整できます。この値は、クエリーインター
バルよりも短く設定する必要があります。有効範囲は 1～ 25秒で
す。デフォルトは 10秒です。

クエリーの最大応答時間

IGMPホストクエリーメッセージの送信頻度。大きな値を設定する
と、ソフトウェアによる IGMPクエリーの送信頻度が低くなるた
め、ネットワーク上の IGMPメッセージ数を調整できます。有効範
囲は 1～ 18,000秒です。デフォルト値は 125秒です。

クエリーインターバル

サブネット上の既知のアクティブホストから最後にホスト Leave
メッセージを受信したあと、ソフトウェアが IGMPクエリーへの応
答を送信するインターバル。このインターバル中に応答が受信され

ない場合、グループステートは解除されます。この値を使用する

と、サブネット上でソフトウェアがトラフィックの送信を停止する

タイミングを調整できます。この値を小さく設定すると、グループ

の最終メンバーまたは送信元が脱退したことを、より短時間で検出

できます。有効範囲は 1～ 25秒です。デフォルト値は 1秒です。

最終メンバーのクエリー応

答インターバル

サブネット上の既知のアクティブホストから最後にホスト Leave
メッセージを受信したあと、最終メンバーのクエリー応答インター

バル中に、ソフトウェアが IGMPクエリーを送信する回数。有効範
囲は 1～ 5です。デフォルトは 2です。

注意

この値を1に設定すると、いずれかの方向でパケットが検出されな
くなると、クエリー対象のグループまたはチャネルのマルチキャス

トステートが解除されます。次のクエリーインターバルが開始さ

れるまでは、グループを再度関連付けることができます。

最終メンバーのクエリー回

数

ルータによって、ネットワーク上にグループのメンバーまたは送信

元が存在しないと見なされるまでのグループメンバーシップイン

ターバル。有効範囲は 3～ 65,535秒です。デフォルト値は 260秒で
す。

グループメンバーシップタ

イムアウト

224.0.0.0/24内のグループにレポートを送信できるようにするための
オプション。リンクローカルアドレスは、ローカルネットワーク

プロトコルだけで使用されます。非リンクローカルグループには、

常にレポートが送信されます。デフォルトではディセーブルになっ

ています。

リンクローカルマルチキャ

ストグループのレポート
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説明パラメータ

ルートマップポリシーに基づく、IGMPレポートのアクセスポリ
シー。

（注）

ルートマップポリシーを構成するには、『CiscoNexus 3600NX-OS
ユニキャストルーティング構成ガイド』を参照してください。

レポートポリシー

インターフェイスが接続されたサブネット上のホストについて、加

入可能なマルチキャストグループを制御するためのルートマップ

ポリシーを構成するオプション。

アクセスグループ

デバイスからグループ固有のクエリーが送信されないため、所定の

IGMPインターフェイスで IGMPv2グループメンバーシップの脱退
のための待ち時間を最小限にできるオプション。即時脱退をイネー

ブルにすると、デバイスではグループに関する Leaveメッセージの
受信後、ただちにマルチキャストルーティングテーブルからグルー

プエントリが削除されます。デフォルトではディセーブルになって

います。

（注）

このコマンドは、所定のグループに対するインターフェイスの背後

に 1つの受信者しか存在しない場合に使用します。

即時離脱

CiscoNX-OSリリース 5.0（3）U1（2）以降では、IGMPグローバル
Leaveメッセージに応答するために低いMRT値に対してグループ
固有クエリに構成した最大応答時間（MRT）値を使用できます
（IGMP leaveは、グループ 0.0.0.0にレポートします）。

global-leave-ignore-gss-mrt

マルチキャストルートマップの構成に関する詳細は、「RP情報配信を制御するためのルート
マップの構成」セクションを参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface

3. no switchport
4. ip igmp version value

5. ip igmp join-group {group [source source] | route-map policy-name}
6. ip igmp static-oif {group [source source] | route-map policy-name}
7. ip igmp startup-query-interval seconds

8. ip igmp startup-query-count count

9. ip igmp robustness-variable value

10. ip igmp querier-timeout seconds

11. ip igmp query-timeout seconds

12. ip igmp query-max-response-time seconds

13. ip igmp query-interval interval
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14. ip igmp last-member-query-response-time seconds

15. ip igmp last-member-query-count count

16. ip igmp group-timeout seconds

17. ip igmp report-link-local-groups

18. ip igmp report-policyポリシー

19. ip igmp access-groupポリシー
20. ip igmp immediate-leave
21. ip igmp global-leave-ignore-gss-mrt

22. （任意） show ip igmp interface [interface] [vrf vrf-name | all] [brief]
23. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ethernet ethernetslot/portなどのインターフェイスタ
イプおよび番号を入力して、インターフェイスモー

ドを開始します。

interface interface

例：

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

ステップ 2

no switchportステップ 3

例：

switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)#

IGMPバージョンを指定値に設定します。有効な値
は 2または 3です。デフォルトは 2です。

ip igmp version value

例：

ステップ 4

このコマンドの no形式を使用すると、バージョン
は 2に設定されます。

switch(config-if)# ip igmp version 3

指定したグループまたはチャネルに参加するように

デバイス上のインターフェイスを設定します。デバ

ip igmp join-group {group [source source] | route-map
policy-name}

例：

ステップ 5

イスはCPU消費用のマルチキャストパケットのみ
を受け入れます。switch(config-if)# ip igmp join-group 230.0.0.0

注意

このコマンドを使用して生成されたトラフィック

は、デバイスCPUで処理可能である必要がありま
す。CPUの負荷制約のため、このコマンドを使用
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目的コマンドまたはアクション

することは（特に形式を問わずスケーリングで使

用することは）推奨されません。代わりに ip igmp
static-oifコマンドの使用を検討してください。

マルチキャストグループを発信インターフェイス

に静的にバインドし、デバイスハードウェアで処

ip igmp static-oif {group [source source] | route-map
policy-name}

例：

ステップ 6

理します。グループアドレスのみを指定した場合

は、（*,G）ステートが作成されます。送信元アドswitch(config-if)# ip igmp static-oif 230.0.0.0
レスを指定した場合は、（S,G）ステートが作成さ
れます。match ip multicastコマンドで、使用する
グループプレフィックス、グループ範囲、および

送信元プレフィックスを示すルートマップポリシー

名を指定できます。

（注）

IGMPv3をイネーブルにした場合にのみ、（S,G）
ステートに対して送信元ツリーが作成されます。

ソフトウェアの起動時に使用されるクエリーイン

ターバルを設定します。有効範囲は 1～ 18,000秒
です。デフォルト値は 31秒です。

ip igmp startup-query-interval seconds

例：

switch(config-if)# ip igmp startup-query-interval
25

ステップ 7

ソフトウェアの起動時に使用されるクエリー数を設

定します。有効範囲は 1～ 10です。デフォルトは
2です。

ip igmp startup-query-count count

例：

switch(config-if)# ip igmp startup-query-count
3

ステップ 8

ロバストネス変数を設定します。有効値の範囲は、

1～ 7です。デフォルトは 2です。
ip igmp robustness-variable value

例：

ステップ 9

switch(config-if)# ip igmp robustness-variable
3

クエリアとして処理を引き継ぐかどうかをソフト

ウェアが判断するための、クエリアタイムアウト

ip igmp querier-timeout seconds

例：

ステップ 10

値を設定します。有効範囲は 1～ 65,535秒です。
デフォルト値は 255秒です。

switch(config-if)# ip igmp querier-timeout 300

クエリアとして処理を引き継ぐかどうかをソフト

ウェアが判断するための、クエリータイムアウト

ip igmp query-timeout seconds

例：

ステップ 11

値を設定します。有効範囲は 1～ 65,535秒です。
デフォルト値は 255秒です。

switch(config-if)# ip igmp query-timeout 300

（注）

このコマンドの機能は、ip igmp querier-timeoutコ
マンドと同じです。
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目的コマンドまたはアクション

IGMPクエリーでアドバタイズされる応答時間を設
定します。有効範囲は 1～ 25秒です。デフォルト
は 10秒です。

ip igmp query-max-response-time seconds

例：

switch(config-if)# ip igmp
query-max-response-time 15

ステップ 12

IGMPホストクエリーメッセージの送信頻度を設
定します。有効範囲は 1～ 18,000秒です。デフォ
ルト値は 125秒です。

ip igmp query-interval interval

例：

switch(config-if)# ip igmp query-interval 100

ステップ 13

メンバーシップレポートを送信してから、ソフト

ウェアがグループステートを解除するまでのクエ

ip igmp last-member-query-response-time seconds

例：

ステップ 14

リーインターバルを設定します。有効範囲は 1～
25秒です。デフォルト値は 1秒です。

switch(config-if)# ip igmp
last-member-query-response-time 3

ホストの Leaveメッセージを受信してから、IGMP
クエリーが送信される回数を設定します。有効範囲

は 1～ 5です。デフォルトは 2です。

ip igmp last-member-query-count count

例：

switch(config-if)# ip igmp
last-member-query-count 3

ステップ 15

IGMPv2のグループメンバーシップタイムアウト
を設定します。有効範囲は 3～ 65,535秒です。デ
フォルト値は 260秒です。

ip igmp group-timeout seconds

例：

switch(config-if)# ip igmp group-timeout 300

ステップ 16

224.0.0.0/24に含まれるグループに対して、レポー
ト送信をイネーブルにします。非リンクローカル

ip igmp report-link-local-groups

例：

ステップ 17

グループには、常にレポートが送信されます。デswitch(config-if)# ip igmp
report-link-local-groups フォルトでは、リンクローカルグループにレポー

トは送信されません。

ルートマップポリシーに基づく、IGMPレポートの
アクセスポリシーを設定します。

ip igmp report-policyポリシー

例：

ステップ 18

switch(config-if)# ip igmp report-policy
my_report_policy

インターフェイスが接続されたサブネット上のホス

トについて、加入可能なマルチキャストグループ

ip igmp access-groupポリシー

例：

ステップ 19

を制御するためのルートマップポリシーを設定し

ます。
switch(config-if)# ip igmp access-group
my_access_policy

（注）

match ip multicast groupコマンドだけがこのルー
トマップポリシーでサポートされます。ACLを
照合するためのmatch ip addressコマンドはサポー
トされていません。
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目的コマンドまたはアクション

デバイスが、グループに関するLeaveメッセージの
受信後、ただちにマルチキャストルーティングテー

ip igmp immediate-leave

例：

ステップ 20

ブルからグループエントリを削除できるようにしswitch(config-if)# ip igmp immediate-leave
ます。このコマンドを使用すると、デバイスからグ

ループ固有のクエリが送信されないため、所定の

IGMPインターフェイスで IGMPv2グループメン
バーシップの脱退のための待ち時間が最小限になり

ます。デフォルトではディセーブルになっていま

す。

（注）

このコマンドは、所定のグループに対するインター

フェイスの背後に 1つの受信者しか存在しない場
合に使用します。

一般的なクエリーの IGMPグローバル Leaveメッ
セージへの応答として、スイッチが一般的な最大応

答時間（MRT）を使用できるようにします。

ip igmp global-leave-ignore-gss-mrt

例：

switch(config-if)# ip igmp
global-leave-ignore-gss-mrt

ステップ 21

インターフェイスに関する IGMP情報を表示しま
す。

（任意） show ip igmp interface [interface] [vrf
vrf-name | all] [brief]

例：

ステップ 22

switch(config)# show ip igmp interface

実行コンフィギュレーションを、スタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。構成の変

更を保存します

（任意） copy running-config startup-config

例：

switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 23

IGMP SSM変換の設定
SSM変換を設定すると、IGMPv1または IGMPv2によるメンバーシップレポートを受信した
ルータで、SSMがサポートされるようになります。メンバーシップレポートでグループおよ
び送信元アドレスを指定する機能を備えているのは、IGMPv3だけです。グループプレフィッ
クスのデフォルト範囲は、232.0.0.0/8です。PIMSSM範囲を変更するには、「SSMの構成」セ
クションを参照してください。

次の表に、SSM変換の例を示します。
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表 4 : SSM変換の例

送信元アドレスグループプレフィックス

10.1.1.1232.0.0.0/8

10.2.2.2232.0.0.0/8

10.3.3.3232.1.0.0/16

10.4.4.4232.1.1.0/24

次の表に、IGMPメンバーシップレポートに SSM変換を適用した場合に、IGMPプロセスに
よって構築されるMRIBルートを示します。複数の変換を行う場合は、各変換内容に対して
(S, G)ステートが作成されます。

表 5 : SSM変換適用後の例

作成されるMRIBルートIGMPv2メンバーシップレポート

(10.4.4.4, 232.1.1.1)232.1.1.1

(10.1.1.1、232.2.2.2) (10.2.2.2、232.2.2.2)232.2.2.2

これは、一部のCisco IOSソフトウェアに組み込まれている SSMマッピングと類似した機能で
す。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. ip igmp ssm-translate group-prefix source-addr

3. （任意） show running-configuration igmp

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

ルータが IGMPv3メンバーシップレポートを受信し
たときと同様に、(S,G)ステートが作成されるよう、

ip igmp ssm-translate group-prefix source-addr

例：

ステップ 2

IGMPプロセスによる IGMPv1または IGMPv2メン
バーシップレポートの変換を設定します。

switch(config)# ip igmp ssm-translate 232.0.0.0/8
10.1.1.1

ssm-translateコマンドラインを含む、実行コンフィ
ギュレーション情報を表示します。

（任意） show running-configuration igmp

例：

ステップ 3

switch(config)# show running-configuration igmp

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config

ルータアラートの適用オプションチェックの設定

IGMPv2パケットと IGMPv3パケットに対するルータアラートの適用オプションチェックを設
定できます。

手順の概要

1. configure terminal

2. （任意） [no] ip igmp enforce-router-alert

3. （任意） show running-configuration igmp

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

IGMPv2パケットと IGMPv3パケットに対するルー
タアラートの適用オプションチェックを有効また

（任意） [no] ip igmp enforce-router-alert

例：

ステップ 2

は無効にします。デフォルトでは、ルータアラート

の適用オプションチェックはイネーブルです。
switch(config-if)# ip igmp enforce-router-alert

enforce-router-alertコマンドラインを含む、実行コ
ンフィギュレーション情報を表示します。

（任意） show running-configuration igmp

例：

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

switch(config)# show running-configuration igmp

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config

IGMP構成の確認
IGMPの設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

目的コマンド

すべてのインターフェイスまたは選択されたイ

ンターフェイス、デフォルトVRF、選択された
VRF、またはすべてのVRFについて、IGMP情
報を表示します。

show ip igmp interface [interface] [vrf ] vrf-name|
all] [brief]

グループまたはインターフェイス、デフォルト

VRF、選択された VRF、またはすべての VRF
について、IGMPで接続されたグループのメン
バーシップを表示します。

show ip igmp groups group|interface] [vrf vrf-name
| all]

グループまたはインターフェイス、デフォルト

VRF、選択された VRF、またはすべての VRF
について、IGMPで接続されたグループのメン
バーシップを表示します。

show ip igmp routegroup | interface vrf vrf-name |
all

IGMPローカルグループメンバーシップを表示
します。

show ip igmp local-groups

IGMP実行コンフィギュレーション情報を表示
します。

show running-configuration igmp

IGMPスタートアップコンフィギュレーション
情報を表示します。

show startup-configuration igmp

IGMPの設定例
次に、IGMPパラメータの設定例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# ip igmp ssm-translate 232.0.0.0/8 10.1.1.1
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip igmp version 3
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switch(config-if)# ip igmp join-group 230.0.0.0
switch(config-if)# ip igmp startup-query-interval 25
switch(config-if)# ip igmp startup-query-count 3
switch(config-if)# ip igmp robustness-variable 3
switch(config-if)# ip igmp querier-timeout 300
switch(config-if)# ip igmp query-timeout 300
switch(config-if)# ip igmp query-max-response-time 15
switch(config-if)# ip igmp query-interval 100
switch(config-if)# ip igmp last-member-query-response-time 3
switch(config-if)# ip igmp last-member-query-count 3
switch(config-if)# ip igmp group-timeout 300
switch(config-if)# ip igmp report-link-local-groups
switch(config-if)# ip igmp report-policy my_report_policy
switch(config-if)# ip igmp access-group my_access_policy
switch(config-if)# ip igmp immediate-leave
switch(config-if)# ip igmp global-leave-ignore-gss-mrt

次に、すべてのマルチキャストレポート（加入）を受け付けるルートマップを設定する例を

示します。

switch(config)# route-map foo
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# interface vlan 10
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip pim sparse-mode
switch(config-if)# ip igmp report-policy foo

次に、すべてのマルチキャストレポート（加入）を拒否するルートマップを設定する例を示

します。

switch(config)# route-map foo deny 10
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# interface vlan 5
switch(config-if)# ip pim sparse-mode
switch(config-if)# ip igmp report-policy foo

次に、マルチキャストグループ 224.1.1.0/24の Joinを受け入れるようにルートマップを構成す
る例を示します：

switch(config)# route-map route-map igmp-join-grp permit 10
switch(config-route-map)# match ip multicast group 224.1.1.0/24
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip igmp join-group route-map igmp-join-grp

次に、マルチキャストグループ 225.1.1.0/24のOIFを作成するようにルートマップを構成する
例を示します：

switch(config)# route-map route-map igmp-static-grp permit 10
switch(config-route-map)# match ip multicast group 225.1.1.0/24
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip igmp static-oif route-map igmp-static-grp

次の作業
PIMおよび IGMPの関連機能をイネーブルにするには、次の章を参照してください。
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•
• IGMPスヌーピングの構成（77ページ）
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第 4 章

PIMの設定

この章では、IPv4ネットワークの Cisco Nexus 3600プラットフォームスイッチに Protocol
Independent Multicast（PIM）機能を構成する方法を説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• PIMに関する情報（33ページ）
• PIMの前提条件（41ページ）
• PIMの注意事項と制約事項（42ページ）
• PIMのデフォルト設定（42ページ）
• PIMの設定（43ページ）
• PIM設定の確認（67ページ）
•統計の表示（68ページ）
• PIMの設定例（69ページ）
•次の作業（76ページ）
•その他の参考資料（76ページ）

PIMに関する情報
マルチキャスト対応ルータ間で使用される PIMは、マルチキャスト配信ツリーを構築して、
ルーティングドメイン内にグループメンバーシップをアドバタイズします。PIMは、複数の
送信元からのパケットが転送される共有配信ツリーと、単一の送信元からのパケットが転送さ

れる送信元配信ツリーを構築します。マルチキャストの詳細については、「マルチキャストに

関する詳細」セクションを参照してください。

Cisco NX-OSは、IPv4ネットワーク（PIM）対応の PIMスパースモードをサポートします。
（PIMスパースモードでは、ネットワーク上の要求元だけにマルチキャストトラフィックが
伝送されます。）ルータ上で同時に実行するように PIMを構成できます。PIMグローバルパ
ラメータを使用すると、ランデブーポイント（RP）、メッセージパケットフィルタリング、
および統計情報を設定できます。PIMインターフェイスパラメータを使用すると、マルチキャ
スト機能のイネーブル化、PIMの境界の識別、PIM helloメッセージインターバルの設定、お
よび指定ルータ（DR）のプライオリティ設定を実行できます。詳細については、「PIMスパー
スモードの構成」セクションを参照してください。
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Cisco Nexus 3600プラットフォームスイッチは、PIMデンスモードをサポートしていません。（注）

Cisco NX-OSでマルチキャスト機能を有効化するには、各ルータで PIM機能を有効化してか
ら、マルチキャストに参加する各インターフェイスで、PIMスパースモードを有効化する必
要があります。PIMは IPv4ネットワーク用に設定できます。IPv4ネットワーク上のルータで
IGMPがイネーブルになっていない場合は、PIMによって自動的にイネーブルにされます。
IGMPの構成に関する詳細は、「 IGMPの設定（15ページ）」を参照してください。

Cisco Nexus 3600プラットフォームスイッチは、PIM6をサポートしていません。（注）

PIMグローバルコンフィギュレーションパラメータを使用すると、マルチキャストグループ
アドレスの範囲を設定して、次に示す 2つのツリー配信モードで利用できます。

• Any Source Multicast（ASM）：マルチキャスト送信元の検出機能を提供します。ASMで
は、マルチキャストグループの送信元と受信者間に共有ツリーを構築し、新しい受信者が

グループに追加された場合は、送信元ツリーに切り替えることができます。ASMモード
を利用するには、RPを設定する必要があります。

•送信元固有マルチキャスト（SSM）は、マルチキャスト送信元への加入要求を受信する
LANセグメント上の代表ルータを起点として、送信元ツリーを構築します。SSMモード
では、RPを設定する必要がありません。送信元の検出は、その他の方法で実行する必要
があります。

モードを組み合わせて、さまざまな範囲のグループアドレスに対応することができます。詳細

については、「PIMの構成」セクションを参照してください。

ASMモードで使用される PIMスパースモードと共有配信ツリーの詳細については、「RFC
4601」を参照してください。

SSMモードの PIMの詳細については、RFC 3569を参照してください。

Cisco Nexus 3548シリーズデバイス対応の Cisco NX-OSでは、マルチキャストの等コストマル
チパス（ECMP）がデフォルトでオンになっています。ECMPをオフにすることはできません。
プレフィックスに対し複数のパスが存在する場合は、PIMがルーティングテーブル内で最も
低いアドミニストレーティブディスタンスを持つパスを選択します。CiscoNX-OSは、宛先ま
での 16のパスをサポートします。

（注）

vPCを使用した PIM SSM
vPC機能とともにアップストリームレイヤ3クラウドを備えたCiscoNexus3600プラットフォー
ムスイッチで PIM SSMを有効にできます。ダウンストリーム PIMネイバーがない場合は、
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vPCピアリンクを介して vPC VLAN上の 2つのスイッチ間に PIMネイバー関係を形成できま
す。

Helloメッセージ
ルータは、マルチキャストアドレス 224.0.0.13に PIM helloメッセージを送信して、PIMネイ
バールータとの隣接関係を確立します。helloメッセージは 30秒間隔で定期的に送信されま
す。PIMソフトウェアはすべてのネイバーからの応答を確認すると、各 LANセグメント内で
優先順位が最大のルータを代表ルータ（DR）として選択します。DR優先順位は、PIM hello
メッセージの DR優先順位値に基づいて決まります。全ルータの DRプライオリティ値が不
明、またはプライオリティが等しい場合は、IPアドレスが最上位のルータがDRとして選定さ
れます。

PIM hello間隔を低い値に変更する場合は、ネットワーク環境に適した値に変更することを推
奨します。

注意

helloメッセージには保持時間の値も含まれています。通常、この値はhelloインターバルの3.5
倍です。ネイバーから後続の helloメッセージがないまま保持時間を経過すると、スイッチは
そのリンクで PIMエラーを検出します。

PIMソフトウェアで、PIMネイバーとの PIM helloメッセージの認証にMD5ハッシュ値を使用
するよう設定すると、セキュリティを高めることができます。IGMPスヌーピングソフトウェ
アは、PIM helloメッセージも処理します。

helloメッセージ認証の構成に関する詳細は、「PIMスパースモードの構成」セクションを参
照してください。

Join-Pruneメッセージ
DRが新しいグループの受信者または送信元から IGMPメンバーシップレポートメッセージを
受信すると、DRは、ランデブーポイント（ASMモード）または送信元（SSMモード）に面
しているインターフェイスからPIMJoinメッセージを送信することにより、受信者を送信元に
接続するためのツリーを作成します。ランデブーポイント（RP）とは、ASMモードでPIMド
メイン内のすべての送信元およびホストにより使用される、共有ツリーのルートです。SSMで
は RPを使用せず、送信元と受信者間の最小コストパスである最短パスツリー（SPT）を構築
します。

DRはグループまたは送信元から最後のホストが脱退したことを認識すると、PIM Pruneメッ
セージを送信して、配信ツリーから該当するパスを削除します。

各ルータは、マルチキャスト配信ツリーの上流方向のホップに Joinまたは Pruneアクションを
次々と転送し、パスを作成（Join）または削除（Prune）します。
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このマニュアル内の「PIM joinメッセージ」および「PIM pruneメッセージ」という用語は、
PIM join-pruneメッセージに関して、JoinまたはPruneアクションのうち実行されるアクション
のみをわかりやすく示すために使用しています。

（注）

Join/Pruneメッセージは、ソフトウェアからできるだけ短時間で送信されます。join-pruneメッ
セージをフィルタリングするには、ルーティングポリシーを定義します。join-pruneメッセー
ジポリシーの構成に関する詳細は、「PIMスパースモードの構成」セクションを参照してく
ださい。

PIM Joinを上流に発信してルーティングテーブルに含まれる既知のすべての（S、G）に対し
てSPTを事前に構築できます。受信者が存在しない場合でも、PIMJoinを上流に発信してルー
ティングテーブルに含まれる既知のすべての（S、G）に対する SPTを事前に構築するには、
ip pim pre-build-sptコマンドを使用します。デフォルトで PIM（S、G）Joinが上流に発信され
るのは、（S、G）の OIFリストが空でない場合だけです。

ステートのリフレッシュ

PIMでは、3.5分のタイムアウト間隔でマルチキャストエントリをリフレッシュする必要があ
ります。ステートをリフレッシュすると、トラフィックがアクティブなリスナーだけに配信さ

れるため、ルータで不要なリソースが使用されなくなります。

PIMステートを維持するために、最終ホップである DRは、Join/Pruneメッセージを 1分に 1
回送信します。次に、（*、G）ステートおよび（S、G）ステートの構築例を示します。

•（*、G）ステートの構築例：IGMP（*、G）レポートを受信すると、DRは（*、G）PIM
Joinメッセージを RP方向に送信します。

•（S、G）ステートの構築例：IGMP（S、G）レポートを受信すると、DRは（S、G）PIM
Joinメッセージを送信元方向に送信します。

180秒以内にステートがリフレッシュされていない場合、PIMソフトウェアは、上流ルータの
マルチキャスト発信インターフェイスリストから転送パスを削除し、配信ツリーを再構築しま

す。

ランデブーポイント

ランデブーポイント（RP）は、マルチキャストネットワークドメイン内にあるユーザが指定
したルータで、マルチキャスト共有ツリーの共有ルートとして動作します。必要に応じて複数

の RPを設定し、さまざまなグループ範囲をカバーすることができます。

スタティック RP

マルチキャストグループ範囲のRPは静的に設定できます。この場合、ドメイン内のすべての
ルータに RPのアドレスを設定する必要があります。

スタティック RPを定義するのは、次のような場合です。
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•ルータに Anycast RPアドレスを設定する場合

•スイッチに手動で RPを設定する場合

スタティック RPの構成に関する詳細は、「スタティック RPの構成」セクションを参照して
ください。

BSR

ブートストラップルータ（BSR）を使用すると、PIMドメイン内のすべてのルータで、BSR
と同じ RPキャッシュが保持されるようになります。BSRでは、BSR候補 RPから RPセット
を選択するよう設定できます。BSRは、ドメイン内のすべてのルータに RPセットをブロード
キャストする役割を果たします。ドメイン内のRPを管理するには、1つまたは複数の候補BSR
を選択します。候補 BSRの 1つが、ドメインの BSRとして選定されます。

同じネットワーク内では、Auto-RPプロトコルと BSRプロトコルを同時に設定できません。注意

次の図は、BSRメカニズム、ソフトウェアによって選択された BSRであるルータ Aが、イ有
効になっているすべてのインターフェイスから BSRメッセージを送信する場所を示していま
す（図の実線で表示）。このメッセージにはRPセットが含まれており、ネットワーク内のす
べてのルータに次々とフラッディングされます。ルータ Bおよび Cは候補 RPであり、選定
された BSRに候補 RPアドバタイズメントを直接送信しています（図の破線部分）。

選定された BSRは、ドメイン内のすべての候補 RPから候補 RPメッセージを受信します。
BSRから送信されるブートストラップメッセージには、すべての候補RPに関する情報が格納
されています。各ルータでは共通のアルゴリズムを使用することにより、各マルチキャストグ

ループに対応する同一の RPアドレスが選択されます。

図 9 : BSRメカニズム

RP選択プロセスの実行中、ソフトウェアは最も優先順位が高い RPアドレスを特定します。2
つ以上の RPアドレスのプライオリティが等しい場合は、選択プロセスで RPハッシュを使用
することもできます。1つのグループに割り当てられる RPアドレスは 1つだけです。
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デフォルトでは、ルータはBSRメッセージの受信や転送を行えません。BSRメカニズムによっ
て、PIMドメイン内のすべてのルータに対して、マルチキャストグループ範囲に割り当てら
れた RPセットが動的に通知されるようにするには、BSRリスニング機能および転送機能をイ
ネーブルにする必要があります。

BSRメカニズムは、サードパーティ製ルータで使用可能な、ベンダー共通の RP定義方式で
す。

（注）

BSRおよび候補 RPの構成に関する詳細は、「BSRの構成」と「静的 RPの構成」セクション
を参照してください。

Auto-RP

Auto-RPは、インターネット標準であるブートストラップルータメカニズムに先立って導入
されたシスコのプロトコルです。Auto-RPを設定するには、候補マッピングエージェントおよ
び候補 RPを選択します。候補 RPは、サポート対象グループ範囲を含んだ RP-Announceメッ
セージを Cisco RP-Announceマルチキャストグループ 224.0.1.39に送信します。Auto-RPマッ
ピングエージェントは候補 RPからの RP-Announceメッセージを受信して、グループと RP間
のマッピングテーブルを形成します。マッピングエージェントは、このグループと RP間の
マッピングテーブルを RP-Discoveryメッセージに格納して、Cisco RP-Discoveryマルチキャス
トグループ 224.0.1.40にマルチキャストします。

同じネットワーク内では、Auto-RPプロトコルと BSRプロトコルを同時に設定できません。注意

次の図に、Auto-RPメカニズムを示します。RPマッピングエージェントは、受信したRP情報
を、定期的に Cisco RP-Discoveryグループ 224.0.1.40にマルチキャストします（図の実線部
分）。
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図 10 : Auto-RPのメカニズム

デフォルトでは、ルータは Auto-RPメッセージの受信や転送を行いません。Auto-RPメカニズ
ムによって、PIMドメイン内のルータに対して、グループと RP間のマッピング情報が動的に
通知されるようにするには、Auto-RPリスニング機能および転送機能をイネーブルにする必要
があります。

Auto-RPの構成に関する詳細は、「Auto-RPの構成」セクションを参照してください。

Anycast-RP

Anycast-RPには 2つの実装方法があります。1つ目はマルチキャストソース検出プロトコル
（MSDP）、もう 1つは RFC 4610に基づいています。ここでは、PIM Anycast-RPの設定方法
について説明します。

PIM Anycast-RPを使用すると、Anycast-RPセットというルータグループを、複数のルータに
設定された単一のRPアドレスに割り当てることができます。Anycast-RPセットとは、Anycast-RP
として設定された一連のルータを表します。各マルチキャストグループで複数のRPをサポー
トし、セット内のすべてのRPに負荷を分散させることができるのは、このRP方式だけです。
Anycast-RPはすべてのマルチキャストグループをサポートします。

ユニキャストルーティングプロトコルの機能に基づいて、PIMRegisterメッセージが最も近い
RPに送信され、PIM Join/Pruneメッセージが最も近い RPの方向に送信されます。いずれかの
RPがダウンすると、これらのメッセージは、ユニキャストルーティングを使用して次に最も
近い RPの方向へと送信されます。

PIM Anycast-RPの詳細については、「RFC 4610」を参照してください。

Anycast-RPの構成方法については、「PIMAnycast-RP設定の構成」セクションを参照してくだ
さい。
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PIM登録メッセージ
PIM Registerメッセージは、マルチキャスト送信元に直接接続された指定ルータ（DR）から
RPにユニキャストされます。PIM Registerメッセージには次の機能があります。

•マルチキャストグループに対する送信元からの送信がアクティブであることをRPに通知
する

•送信元から送られたマルチキャストパケットをRPに配信し、共有ツリーの下流に転送す
る

DRは RPから Register-Stopメッセージを受信するまで、PIM Registerメッセージを RP宛に送
信し続けます。RPが Register-Stopメッセージを送信するのは、次のいずれかの場合です。

• RPが送信中のマルチキャストグループに、受信者が存在しない場合

• RPが送信元への SPTに加入しているにもかかわらず、送信元からのトラフィックの受信
が開始されていない場合

ip pim register-sourceコマンドを使用して、登録メッセージの送信元 IPアドレスが、RPがパ
ケットを送信できる一意のルーテッドアドレスではない場合に、登録メッセージの送信元 IP
アドレスを設定するために使用します。このような状況は、受信したパケットが転送されない

ように送信元アドレスがフィルタリングされる場合、または送信元アドレスがネットワークに

対して一意でない場合に発生します。このような場合、RPから送信元アドレスへ送信される
応答は DRに到達せず、Protocol Independent Multicast Sparse Mode（PIM-SM）プロトコル障害
が発生します。

次に、登録メッセージの IP送信元アドレスを DRのループバック 3インターフェイスに設定
する例を示します。

switch # configuration terminal
switch(config)# vrf context Enterprise
switch(config-vrf)# ip pim register-source ethernet 2/3
switch(config-vrf)#

Cisco NX-OSではRPの処理の停滞を防ぐため、PIMRegisterメッセージのレート制限が行われ
ます。

（注）

PIMRegisterメッセージをフィルタリングするには、ルーティングポリシーを定義します。PIM
レジスタメッセージポリシーの構成に関する詳細は、「メッセージフィルタリングの構成」

セクションを参照してください。

指定ルータ

PIMの ASMモードおよび SSMモードでは、各ネットワークセグメント上のルータの中から
指定ルータ（DR）が選択されます。DRは、セグメント上の指定グループおよび送信元にマル
チキャストデータを転送します。
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LANセグメントごとの DRは、「 vPCでの PIM SSM」セクションに記載された手順で決定さ
れます。

SSMモードの場合、DRは送信元方向に (S,G) PIM joinメッセージをトリガーします。受信者
から送信元へのパスは、各ホップで決定されます。この場合、送信元が受信者またはDRで認
識されている必要があります。

ASMモードでは、DRは、受信した IGMPメンバーシップレポートに応じて、送信元への（S,
G）または（*, G）PIM Joinメッセージをトリガーします。DRが、直接接続されたホストまた
は、受信者からの IGMPメンバーシップレポートを受信すると、RPへの最短パスが形成され
ます。さらに、DRは、送信元がアクティブになったときに PIM登録メッセージを RPに送信
します。結果は、そのグループの全ての受信者と共に同じマルチキャストグループへ送信する

全ての送信元を接続する共有ツリーです。

DR優先順位の構成に関する詳細は、「PIMスパースモードの構成」セクションを参照してく
ださい。

管理用スコープの IPマルチキャスト
管理用スコープの IPマルチキャスト方式を使用すると、マルチキャストデータの配信先に境
界を設定することができます。詳細については、RFC 2365を参照してください。

インターフェイスを PIM境界として設定し、PIMメッセージがこのインターフェイスから送
信されないようにできます。ドメイン境界パラメータの構成に関する詳細は、「メッセージ

フィルタリングの構成」セクションを参照してください。

Auto-RPスコープパラメータを使用すると、存続可能時間（TTL）値を設定できます。詳細に
ついては、「Auto-RPの構成」セクションを参照してください。

仮想化のサポート

複数の仮想ルーティングおよびフォワーディング（VRF）インスタンスを定義することができ
ます。各 VRFでは、MRIBを含む独立マルチキャストシステムリソースが維持されます。

PIM showコマンドに VRF引数を指定して実行すると、表示される情報のコンテキストを確認
できます。VRF引数を指定しない場合は、デフォルト VRFが使用されます。

VRFの構成に関する詳細は、『Cisco Nexus 3600 NX-OSユニキャストルーティング構成ガイ
ド』を参照してください。

PIMの前提条件
PIMには以下の前提条件があります。

•現在の仮想ルーティングおよびフォワーディング（VRF）モードが正しい（グローバルコ
マンドの場合）。この章の例で示すデフォルトのコンフィギュレーションモードは、デ

フォルト VRFに適用されます。
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PIMの注意事項と制約事項
PIMには、次の注意事項と制限事項があります。

• Cisco Nexus 3600プラットフォームスイッチは、vPCレッグまたは vPCの背後にあるルー
タとの PIM隣接関係をサポートしていません。

•マルチキャストで RPとして使用されるループバックインターフェイスには、ip pim
sparse-mode構成が必要です。これは追加の構成ガイドラインです。

• PIMは、いずれのバージョンの PIMデンスモードまたは PIMスパースモードバージョ
ン 1とも相互運用性がありません。

• PIM6はサポートされていません。

• PIM Bidirは、サポートされていません。

•同じネットワーク内では、Auto-RPプロトコルとBSRプロトコルを同時に構成しないこと
をお勧めします。

•候補 RPインターバルを 15秒以上に設定してください。

• PIMは、PIM Anycast-RPに使用されるループバックインターフェイス上に構成する必要
があります。

• PIMでは、VRF-Lite（インポートまたはエクスポートなし）のみがサポートされます。

PIMのデフォルト設定
次の表に、PIMパラメータのデフォルト設定を示します。

表 6 : PIMパラメータのデフォルト設定

デフォルトパラメータ

無効共有ツリーだけを使用

無効再起動時にルートをフラッシュ

無効ネイバーの変更の記録

無効Auto-RPメッセージアクション

無効BSRメッセージアクション

IPv4の場合 232.0.0.0/8SSMマルチキャストグループ範囲またはポリシー

無効PIMスパースモード
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デフォルトパラメータ

0DRプライオリティ

無効hello認証モード

無効ドメイン境界

メッセージをフィルタリングしないRPアドレスポリシー

メッセージをフィルタリングしないPIM Registerメッセージポリシー

メッセージをフィルタリングしないBSR候補 RPポリシー

メッセージをフィルタリングしないBSRポリシー

メッセージをフィルタリングしないAuto-RPマッピングエージェントポリシー

メッセージをフィルタリングしないAuto-RP候補 RPポリシー

メッセージをフィルタリングしないJoin/Pruneポリシー

すべての PIMネイバーと隣接関係を確
立

ネイバーとの隣接関係ポリシー

PIMの設定
PIMは、各インターフェイスに設定できます。

Cisco NX-OSがサポートしているのは PIMスパースモードのバージョン 2です。このマニュ
アルでPIMと記載されている場合は、PIMスパースモードのバージョン2を意味しています。

（注）

下のテーブルで説明されているマルチキャスト配信モードを使用すると、PIMドメインに、そ
れぞれ独立したアドレス範囲を構成できます。

表 7 : PIMのマルチキャスト配信モード

説明RP設定の必要
性

マルチキャスト配信モード

任意の送信元のマルチキャス

ト

はいアーキテクチャセールスマネージャ（ASM）

単一送信元のマルチキャストいいえSSM

マルチキャスト用 RPFルートいいえマルチキャスト用 RPFルート
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PIMを設定する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 「PIMのマルチキャスト配信モード」のテーブルに示したマルチキャスト配信モードについて、各モード
で構成するマルチキャストグループの範囲を選択します。

ステップ 2 PIMまたは PIM6機能を有効にします。「PIM機能の有効化」セクションを参照してください。

ステップ 3 PIMドメインに参加させる各インターフェイスで、PIMスパースモードを設定します。「PIMスパース
モードの構成」セクションを参照してください。

ステップ 4 ステップ 1で選択したマルチキャスト配信モードについて、次の設定作業を行います。

• ASMモードについては、「ASMの構成」セクションを参照してください。

• SSMモードについては、「SSMの構成」セクションを参照してください。

•マルチキャスト用RPFルートについては、「マルチキャスト用RPFルートの構成」セクションを参照
してください。

ステップ 5 メッセージフィルタリングを構成する場合。「メッセージフィルタリングの構成」セクションを参照して
ください。

PIM機能の有効化
PIMコマンドにアクセスするには、PIM機能をイネーブルにしておく必要があります。

始める前に

LAN Base Servicesライセンスがインストールされていることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

PIMをイネーブルにします。デフォルトではPIMは
ディセーブルになっています。

feature pim

例：

ステップ 2

switch(config)# feature pim
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目的コマンドまたはアクション

featureコマンドを含むPIMの実行コンフィギュレー
ション情報を表示します。

（任意） show running-configuration pim

例：

ステップ 3

switch(config)# show running-configuration pim

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config

PIMスパースモードの設定
スパースモードドメインに参加させる各スイッチインターフェイスで、PIMスパースモード
を設定します。

マルチキャストルートマップの構成に関する詳細は、「RP情報配信を制御するためのルート
マップの構成」セクションを参照してください。

（注）

join-pruneポリシーを構成するには、「メッセージフィルタリングの構成」セクションを参照
してください。

（注）

始める前に

LAN Base Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブル化さ
れていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

Auto-RPメッセージの待ち受けまたは転送をイネー
ブルにします。デフォルトではこれらの機能がディ

（任意） ip pim auto-rp {listen [forward] | forward
[listen]}

例：

ステップ 2

セーブルになっているため、Auto-RPメッセージの
受信と転送は行われません。

switch(config)# ip pim auto-rp listen
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目的コマンドまたはアクション

BSRメッセージの待ち受けまたは転送をイネーブ
ルにします。デフォルトではこれらの機能がディ

（任意） ip pim bsr {listen [forward] | forward
[listen]}

例：

ステップ 3

セーブルになっているため、BSRメッセージの待
ち受けまたは転送は行われません。

switch(config)# ip pim bsr forward

Auto-RPおよびBSRの受信/転送ステートなど、PIM
RP情報を表示します。

（任意） ip pim rp [ip prefix] vrf vrf-name| all

例：

ステップ 4

switch(config)# show ip pim rp

レート制限を毎秒のパケット数で設定します。指定

できる範囲は 1～ 65,535です。デフォルト設定は
無制限です。

（任意） ip pim register-rate-limit rate

例：

switch(config)# ip pim register-rate-limit 1000

ステップ 5

Registerレート制限を含めた PIMの実行コンフィ
ギュレーション情報を表示します。

（任意） show running-configuration pim

例：

ステップ 6

switch(config)# show running-configuration pim

ethernet slot/portなどのインターフェイスタイプお
よび番号を入力して、インターフェイスモードを

開始します。

interface interface

例：

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

ステップ 7

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイ
ンターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 8

sswitch(config-if)# no switchport

現在のインターフェイスで PIMスパースモードを
イネーブルにします。デフォルトではディセーブル

になっています。

ip pim sparse-mode

例：

switch(config-if)# ip pim sparse-mode

ステップ 9

PIM helloメッセージの一部としてアドバタイズさ
れる指定ルータ（DR）プライオリティを設定しま

（任意） ip pim dr-priority priority

例：

ステップ 10

す。有効範囲は 1～ 4294967295です。デフォルト
は 1です。

switch(config-if)# ip pim dr-priority 192

PIMhelloメッセージ内のMD5ハッシュ認証キーを
イネーブルにします。暗号化されていない（クリア

（任意） ip pim hello-authentication ah-md5 auth-key

例：

ステップ 11

テキストの）キーか、または次に示す値のいずれか
switch(config-if)# ip pim hello-authentication
ah-md5 my_key を入力したあと、スペースとMD5認証キーを入力

します。

• 0：暗号化されていない（クリアテキスト）キー
を指定します。
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目的コマンドまたはアクション

• 3：3-DES暗号化キーを指定します。

• 7：Cisco Type 7暗号化キーを指定します。

PIMインターフェイスでキーチェーン認証を有効
にします。ここで <keychain>はキーチェーンの名
前です。

（任意） ip pim hello-authentication keychain name

例：

switch(config-if)# ip pim hello-authentication
keychain mykeychain

ステップ 12

（注）

•キーチェーンを設定する前でも、特定のキー
チェーン名を使用して認証を設定できますが、

認証が成功するのは有効なキーとともにキー

チェーンが存在する場合だけです。

•キーチェーン認証が構成されている場合、古
いパスワードベースの認証は（存在する場合

でも）無視されます。

helloメッセージの送信インターバルを、ミリ秒単
位で設定します。範囲は 1～ 4294967295です。デ
フォルト値は 30000です。

（任意） ip pim hello-interval interval

例：

switch(config-if)# ip pim hello-interval 25000

ステップ 13

（注）

最小値は 1ミリ秒です。

インターフェイスを PIMドメインの境界として設
定し、対象のインターフェイスで、ブートストラッ

（任意） ip pim border

例：

ステップ 14

プ、候補 RP、または Auto-RPの各メッセージが送
switch(config-if)# ip pim border

受信されないようにします。デフォルトではディ

セーブルになっています。

match ip addressコマンドを使用し、ルートマップ
ポリシーに基づいてどの PIMネイバーと隣接関係

（任意） ip pim neighbor-policy policy name

例：

ステップ 15

になるかを構成します。ポリシー名の文字数は最大
switch(config-if)# ip pim neighbor-policy
my_neighbor_policy 63文字です。デフォルトでは、すべての PIMネイ

バーと隣接関係が確立されます。

（注）

この機能の設定は、経験を積んだネットワーク管

理者が行うことを推奨します。

PIMインターフェイスの情報を表示します。（任意） show ip pim interface [interface | brief] [vrf
vrf-name | all]

ステップ 16

例：

switch(config-if)# show ip pim interface
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目的コマンドまたはアクション

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 17

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

ASMを構成
AnySourceMulticast（ASM）は、マルチキャストデータの送信元と受信者の間に、共通のルー
トとして動作する RP使用の設定が必要なマルチキャスト配信モードです。

ASMまたはモードを構成するには、スパースモードおよび RPの選択方式を設定します。RP
の選択方式では、配信モードを指定して、マルチキャストグループの範囲を割り当てます。

静的 RPの設定

RPを静的に設定するには、PIMドメインに参加するルータのそれぞれにRPアドレスを設定し
ます。

match ip multicastコマンドとともに使用するグループプレフィックスにリスト化されるルー
トマップポリシー名を指定できます。

RPアドレスは、ループバックインターフェイスを使用することを推奨します。（注）

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、およびPIMがイネーブルになっ
ていることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

マルチキャストグループ範囲に、PIMスタティック
RPアドレスを設定します。match ip multicastコマ

ip pim rp-address rp-address [group-list ip-prefix |
route-map policy-name]

例：

ステップ 2

ンドとともに使用するグループプレフィックスにリ

スト化されるルートマップポリシー名を指定できまswitch(config)# ip pim rp-address 192.0.2.33
group-list 224.0.0.0/9 す。デフォルトモードは ASMです。デフォルトの

グループ範囲は 224.0.0.0～ 239.255.255.255です。
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目的コマンドまたはアクション

この例では、指定したグループ範囲にPIMASMモー
ドを設定しています。

PIMモードとグループ範囲を表示します。（任意） show ip pim group-range [ip-prefix | vrf
vrf-name | all]

ステップ 3

例：

switch(config)#show ip pim group-range

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config

BSRの設定

BSRを設定するには、候補 BSRおよび候補 RPを選択します。

同じネットワーク内では、Auto-RPプロトコルとBSRプロトコルを同時に構成しないことをお
勧めします。

（注）

候補 BSRの構成では、引数を指定できます（次の表を参照）。

表 8 :候補 BSRの引数

説明引数

ブートストラップメッセージで使用する、BSR送信元 IPアドレスを取得するた
めのインターフェイスタイプおよび番号。

interface

ハッシュ長は、マスクを適用するために使用される上位桁の 1の個数です。マ
スクでは、候補 RPのグループアドレス範囲の論理積をとることにより、ハッ
シュ値を算出します。マスクは、グループ範囲が等しい一連のRPに割り当てら
れる連続アドレスの個数を決定します。PIMの場合、この値の範囲は 0～ 32で
あり、デフォルト値は 30秒です。

hash-length

現在の BSRに割り当てられたプライオリティ。ソフトウェアにより、プライオ
リティが最も高いBSRが選定されます。BSRプライオリティが等しい場合は、
IPアドレスが最上位のBSRが選定されます。この値の範囲は0（プライオリティ
が最小）～ 255であり、デフォルト値は 64です。

priority

候補 RPを表 4で説明されている引数とキーワードで構成できます。
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表 9 : BSR候補 RPの引数およびキーワード

説明引数またはキーワード

ブートストラップメッセージで使用する、BSR送信元 IPアドレスを取得す
るためのインターフェイスタイプおよび番号。

interface

プレフィックス形式で指定された、このRPによって処理されるマルチキャ
ストグループ。

group-list ip-prefix

候補RPメッセージの送信間隔（秒）。この値の範囲は 1～ 65,535であり、
デフォルト値は 60秒です。

（注）

候補 RPインターバルは 15秒以上に設定することを推奨します。

interval

現在のRPに割り当てられたプライオリティ。ソフトウェアにより、グルー
プ範囲内で優先度が最も高いRPが選定されます。優先度が等しい場合は、
IPアドレスが最上位のRPが選定されます。（最も高い優先度は最も低い数
値です。）この値の範囲は 0（優先度が最大）～ 255であり、デフォルト値
は 192です。

（注）

この優先度は BSRの BSR候補の優先度とは異なります。BSR候補の優先
度は 0～ 255の間で、大きい値ほど優先度が高くなります。

priority

候補 BSRおよび候補 RPは、PIMドメインのすべての箇所と適切に接続されている必要があ
ります。

ヒント

BSRおよび候補 RPには同じルータを指定できます。多数のルータが設置されたドメインで
は、複数の候補 BSRおよび候補 RPを選択することにより、BSRまたは RPに障害が発生した
場合に、自動的に代替 BSRまたは代替 RPへとフェールオーバーすることができます。

候補 BSRおよび候補 RPを設定する手順は、次のとおりです。

1. PIMドメインの各ルータでBSRメッセージの受信と転送を行うかどうかを設定します。候
補 RPまたは候補 BSRとして設定されたルータは、インターフェイスにドメイン境界機能
が設定されていない場合、すべての BSRプロトコルメッセージの受信と転送を自動的に
実行します。詳細については、「PIMスパースモードの構成」セクションを参照してくだ
さい。

2. 候補 BSRおよび候補 RPとして動作するルータを選択します。

3. 後述の手順に従い、候補 BSRおよび候補 RPをそれぞれ設定します。

4. BSRメッセージフィルタリングを設定します。「メッセージフィルタリングの構成」セ
クションを参照してください。
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BSRの設定

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、およびPIMがイネーブルになっ
ていることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

候補ブートストラップルータ（BSP）を設定しま
す。ブートストラップメッセージで使用される送信

ip pim [bsr] bsr-candidate interface [hash-len
hash-length] [priority priority]

例：

ステップ 2

元 IPアドレスは、インターフェイスの IPアドレス
です。ハッシュ長は 0～ 32であり、デフォルト値switch(config)# ip pim bsr-candidate ethernet 2/1

hash-len 24 は 30です。プライオリティは 0～ 255であり、デ
フォルト値は 64です。パラメータの詳細について
は、テーブル 10を参照してください。

BSRの候補 RPを設定します。プライオリティは 0
（プライオリティが最大）～65,535であり、デフォ

ip pim [bsr] rp-candidate interface group-list ip-prefix
route-map policy-name priority priority interval interval

例：

ステップ 3

ルト値は 192です。インターバルは 1～ 65,535秒で
あり、デフォルト値は 60秒です。switch(config)# ip pim rp-candidate ethernet 2/1

group-list 239.0.0.0/24
（注）

候補 RPインターバルは 15秒以上に設定すること
を推奨します。

この例では、ASMの候補 RPを設定しています。

PIMモードとグループ範囲を表示します。（任意） show ip pim group-range [ip-prefix ] [ vrf
vrf-name | all]

ステップ 4

例：

switch(config)# show ip pim group-range

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config
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Auto-RPの設定

Auto-RPを設定するには、候補マッピングエージェントおよび候補 RPを選択します。マッピ
ングエージェントおよび候補 RPには同じルータを指定できます。

同じネットワーク内では、Auto-RPプロトコルと BSRプロトコルを同時に設定できません。注意

Auto-RPマッピングエージェントの設定では、引数を指定できます。次の表を参照してくださ
い。

表 10 : Auto-RPマッピングエージェントの引数

説明引数

ブートストラップメッセージで使用する、Auto-RPマッピングエージェントの
IPアドレスを取得するためのインターフェイスタイプおよび番号。

interface

RP-Discoveryメッセージが転送される最大ホップ数を表す存続可能時間（TTL）
値。この値の範囲は 1～ 255であり、デフォルト値は 32です。

（注）

「PIMスパースモードの構成」セクションの境界ドメイン機能を参照してくだ
さい。

scope ttl

複数の Auto-RPマッピングエージェントを設定した場合、1つだけがドメインのマッピング
エージェントとして選定されます。選定されたマッピングエージェントは、すべての候補 RP
メッセージを配信します。すべてのマッピングエージェントが配信された候補RPメッセージ
を受信し、受信した RPキャッシュを、RP-Discoveryメッセージの一部としてアドバタイズし
ます。

候補 RPの構成では、引数およびキーワードを指定できます（次の表を参照）。

表 11 : Auto-RP候補 RPの引数とキーワード

説明引数またはキーワード

ブートストラップメッセージで使用する、候補 RPの IPアドレス
を取得するためのインターフェイスタイプおよび番号。

interface

現在のRPで処理されるマルチキャストグループ。プレフィックス
形式で指定します。

group-list ip-prefix
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説明引数またはキーワード

RP-Discoveryメッセージが転送される最大ホップ数を表す存続可能
時間（TTL）値。この値の範囲は 1～ 255であり、デフォルト値は
32です。

（注）

「PIMスパースモードの構成」セクションの境界ドメイン機能を
参照してください。

scope ttl

RP-Announceメッセージの送信間隔（秒）。この値の範囲は 1～
65,535であり、デフォルト値は 60です。

（注）

候補 RPインターバルは 15秒以上に設定することを推奨します。

interval

マッピングエージェントおよび候補RPは、PIMドメインのすべての箇所と適切に接続されて
いる必要があります。

ヒント

Auto-RPマッピングエージェントおよび候補 RPを設定する手順は、次のとおりです。

1. PIMドメインの各ルータで、Auto-RPメッセージの受信と転送を行うかどうかを設定しま
す。候補 RPまたは Auto-RPマッピングエージェントとして設定されたルータは、イン
ターフェイスにドメイン境界機能が設定されていない場合、すべてのAuto-RPプロトコル
メッセージの受信と転送を自動的に実行します。詳細については、「PIMスパースモード
の構成」セクションを参照してください。

2. マッピングエージェントおよび候補 RPとして動作するルータを選択します。

3. 後述の手順に従い、マッピングエージェントおよび候補 RPをそれぞれ設定します。

4. Auto-RPメッセージフィルタリングを設定します。「メッセージフィルタリングの構成」
セクションを参照してください。

Auto RPの構成

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、およびPIMがイネーブルになっ
ていることを確認してください。
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手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

Auto-RPマッピングエージェントを設定します。
Auto-RPDiscoveryメッセージで使用される送信元 IP

ip pim {send-rp-discovery | auto-rp mapping-agent}
interface [scope ttl]

例：

ステップ 2

アドレスは、インターフェイスの IPアドレスです。
デフォルトスコープは 32です。パラメータの詳細switch(config)# ip pim auto-rp mapping-agent

ethernet 2/1 については、「自動RPマッピングエージェントの
引数」の表を参照してください。

Auto-RPの候補RPを設定します。デフォルトスコー
プは 32です。デフォルトインターバルは 60秒で

ip pim {send-rp-announce | {auto-rp rp-candidate}}
interface group-list ip-prefix [scope ttl] [interval interval]
[bidir]

ステップ 3

す。デフォルトでは、ASMの候補RPが作成されま
例： す。パラメータの詳細については、「自動RP候補

RPの引数とキーワード」の表を参照してください。switch(config)# ip pim auto-rp rp-candidate
ethernet 2/1 group-list 239.0.0.0/24

（注）

候補 RPインターバルは 15秒以上に設定すること
を推奨します。

この例では、ASMの候補 RPを構成しています。

PIMモードとグループ範囲を表示します。（任意） show ip pim group-range [ip-prefix | vrf
vrf-name | all]

ステップ 4

例：

switch(config)# show ip pim group-range

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config

PIMエニーキャスト RPセットの設定（PIM）

PIM Anycast-RPセットを設定する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 PIMエニーキャスト RPセット内のルータを選択します。

ステップ 2 PIMエニーキャスト RPセットの IPアドレスを選択します。

ステップ 3このセクションの説明に従って、PIMエニーキャスト RPセット内の各ピア RPお
よびローカルアドレスを構成します。

Cisco Nexus 36000スイッチ NX-OSマルチキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.4（X）
54

PIMの設定

PIMエニーキャスト RPセットの設定（PIM）



始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、およびPIMがイネーブルになっ
ていることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイスループバックを設定します。interface loopback number

例：

ステップ 2

この例では、インターフェイスループバックを 0に
設定しています。switch(config)# interface loopback 0

switch(config-if)#

このインターフェイスの IPアドレスを設定します。ip address ip-prefix

例：

ステップ 3

この例では、Anycast-RPの IPアドレスを設定して
います。switch(config-if)# ip address 192.168.1.1/32

現在のインターフェイスで PIMスパースモードを
イネーブルにします。デフォルトではディセーブル

になっています。

ip pim sparse-mode

例：

switch(config-if)# ip pim sparse-mode

ステップ 4

コンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

ステップ 5

switch(config)# exit

指定した Anycast-RPアドレスに対応する PIM
Anycast-RPピアアドレスを設定します。各コマンド

ip pim anycast-rp anycast-rp-address
anycast-rp-peer-address

例：

ステップ 6

で同じAnycast-RPアドレスを指定して実行すると、
Anycast-RPセットが作成されます。RPの IPアドレ
スは、同一セット内のRPとの通信に使用されます。

switch(config)# ip pim anycast-rp 192.0.2.3
192.0.2.31

switch(config)# ip pim anycast-rp 192.0.2.3
192.0.2.32 この例は、192.0.2.31と 192.0.2.32のAnycast-RPセッ

トを示しており、ネットワークで使用される

Anycast-RPは 192.0.2.3になります。

—Anycast-RPセットに属する各ピア RPで、同じ
Anycast-RPアドレスを使用してステップ 6を繰り返
します。

ステップ 7

PIMモードとグループ範囲を表示します。show ip pim group-range [ ip-prefix ] [ vrf { vrf-name |
all }]

ステップ 8
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目的コマンドまたはアクション

設定変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

ステップ 9

switch(config)# copy running-config startup-config

ASM専用の共有ツリーの設定

共有ツリーを構成できるのは、AnySourceMulticast（ASM）グループの最終ホップルータだけ
です。この場合、新たな受信者がアクティブグループに加入した場合、このルータでは共有ツ

リーから SPTへのスイッチオーバーは実行されません。match ip[v6] multicastコマンドを使用
して、共有ツリーの使用を強制するグループ範囲を指定できます。このオプションは、送信元

ツリーに対する Join/Pruneメッセージを受信した場合の、ルータの標準動作には影響を与えま
せん。

デフォルトではこの機能がディセーブルになっているため、ソフトウェアは送信元ツリーへの

スイッチオーバーを行います。

ASMモードでは、最終ホップルータだけが共有ツリーから SPTに切り替わります。（注）

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、およびPIMがイネーブルになっ
ていることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

共有ツリーだけを構築します。共有ツリーから SPT
へのスイッチオーバーは実行されません。match ip

ip pim use-shared-tree-only group-list policy-name

例：

ステップ 2

multicastコマンドで、使用するグループを示すルー
switch(config)# ip pim use-shared-tree-only
group-list my_group_policy トマップポリシー名を指定します。デフォルトで

は、送信元に対する (*, G)ステートのマルチキャス
トパケットを受信すると、ソフトウェアは PIM (S,
G) Joinメッセージを送信元方向に発信します。

PIMモードとグループ範囲を表示します。（任意） show ip pim group-range [ip-prefix | vrf
vrf-name | all]

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

例：

switch(config)# show ip pim group-range

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

マルチキャストルーティングテーブルの最大エントリ数の設定

マルチキャストルーティングテーブル（MRT）の最大エントリ数を設定できます。

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、およびPIMがイネーブルになっ
ていることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

マルチキャストルーティングテーブルの最大エン

トリ数を設定します。

hardware profile multicast max-limit max-entries

例：

ステップ 2

マルチキャストルーティングテーブルの最大エン

トリ数の範囲は 0～ 8000です。
switch(config)# hardware profile multicast
max-limit 3000

マルチキャストルーティングテーブル制限の情報

を表示します。

（任意） show hardware profile status

例：

ステップ 3

switch(config)# show hardware profile status

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config
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SSM（PIM）の設定
Source-Specific Multicast（SSM）は、マルチキャスト送信元にデータを要求する受信者に対し
て、接続された DR上のソフトウェアが対象の送信元への最短パスツリー（SPT）を構築する
マルチキャスト配信モードです。

IPv4ネットワーク上のホストから、送信元を特定してマルチキャストデータを要求するには、
このホストおよびこのホストの DRで、IGMPv3が実行されている必要があります。SSMモー
ドでインターフェイスに PIMを設定する場合は、IGMPv3をイネーブルにするのが一般的で
す。IGMPv1または IGMPv2が実行されているホストでは、SSM変換を使用して、グループと
送信元のマッピング設定を行うことができます。詳細については、「IGMPの設定（15ペー
ジ）」を参照してください。

コマンドラインで値を指定して、SSMで使用されるグループ範囲を構成できます。デフォル
トでは、PIMに対する SSMグループ範囲は 232.0.0.0/8です。

match ip multicastコマンドとともに使用するグループプレフィックスにリスト化されるルー
トマップポリシー名を指定できます。

デフォルトの SSMグループ範囲を使用する場合は、SSMグループ範囲の設定は不要です。（注）

始める前に

LAN Base Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブル化さ
れていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

次のオプションを使用できます。[no] ip pim ssm {prefix-list name | range {ip-prefix |
none} | route-map policy-name}

ステップ 2

• prefix-list：SSM範囲のプレフィックスリスト
ポリシー名を指定します。例：

switch(config)# ip pim ssm range 239.128.1.0/24
• range：SSMのグループ範囲を設定します。デ
フォルトの範囲は 232.0.0.0/8です。キーワード例：

switch(config)# no ip pim ssm range none noneを指定すると、すべてのグループ範囲が削
除されます。
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目的コマンドまたはアクション

• route-map：match ip multicastコマンドで、使
用するグループプレフィックスを示すルート

マップポリシー名を指定できます。

noオプションを指定すると、SSM範囲から指定の
プレフィックスが削除されるか、プレフィックスリ

ストまたはルートマップポリシーが削除されます。

キーワード noneを指定すると、noコマンドは SSM
範囲をデフォルト値の 232.0.0.0/8にリセットしま
す。

（注）

prefix-list、range、または route-mapコマンドを使用
して、SSMマルチキャストに最大 4つの範囲を設
定できます。

PIMモードとグループ範囲を表示します。（任意） show ip pim group-range [ip-prefix | vrf
vrf-name]

ステップ 3

例：

switch(config)# show ip pim group-range

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config

vPCを介した PIM SSMの設定
vPC上での PIM SSMが、SSM範囲内で vPCピア上での IGMPv3 Joinと PIM S,G Joinをサポー
トするように設定します。この設定は、レイヤ 2またはレイヤ 3ドメインの孤立した送信元ま
たは受信者に対してサポートされています。

(S,G)エントリには、ソースへのインターフェイスとして RPFがあり、MRIBでは *,G状態が
維持されません。

始める前に

PIMおよび vPC機能が有効なことを確認します。

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、およびPIMがイネーブルになっ
ていることを確認してください。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新しい VRFを作成し、VRF設定モードを開始しま
す。32文字以内の英数字のストリング（大文字と小
文字を区別）で指定します。

vrf context name

例：

switch(config)# vrf context Enterprise
switch(config-vrf)#

ステップ 2

次のオプションを使用できます。（任意） [ no] ip pim ssm { prefix-list name | range {
ip-prefix | none} | route-map policy-name}

ステップ 3

• prefix-list：SSM範囲のプレフィックスリスト
ポリシー名を指定します。例：

switch(config-vrf)# ip pim ssm range
234.0.0.0/24 • range：SSMのグループ範囲を設定します。デ

フォルトの範囲は 232.0.0.0/8です。キーワード
noneを指定すると、すべてのグループ範囲が削
除されます。

• route-map：match ip multicastコマンドで、使用
するグループプレフィックスを示すルートマッ

プポリシー名を指定できます。

デフォルト範囲は、次のコマンドを使用してオー

バーライドできます。この例のコマンドは、デフォ

ルトの範囲を234.0.0.0/24にオーバーライドします。

noオプションを指定すると、SSM範囲から指定の
プレフィックスが削除されるか、プレフィックスリ

ストまたはルートマップポリシーが削除されます。

キーワード noneを指定すると、noコマンドは SSM
範囲をデフォルト値の 232.0.0.0/8にリセットしま
す。

PIMモードとグループ範囲を表示します。（任意） show ip pim group-range [ ip-prefix ] [ vrf {
vrf-name | all }]

ステップ 4

例：

switch(config)# show ip pim group-range

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config
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マルチキャスト用 RPFルートの設定
ユニキャストトラフィックパスを分岐させてマルチキャストデータを配信するには、マルチ

キャスト用 RPFルートを定義します。境界ルータにマルチキャスト用 RPFルートを定義する
と、外部ネットワークへの Reverse Path Forwarding（RPF）がイネーブルになります。

マルチキャストルートはトラフィック転送に直接使用されるわけではなく、RPFチェックの
ために使用されます。マルチキャスト用 RPFルートは再配布できません。マルチキャスト転
送に関する詳細は、「マルチキャスト転送」セクションを参照してください。

始める前に

LAN Base Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブル化さ
れていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

RPF計算で使用するマルチキャスト用RPFルートを
設定します。ルートプリファレンスは 1～ 255で
す。デフォルトのプリファレンスは 1です。

ip mroute {ip-addr mask | ip-prefix} {next-hop | nh-prefix
|} [route-preference] [vrf vrf-name]

例：

ステップ 2

switch(config)# ip mroute 192.0.2.33/24 192.0.2.1

設定されているスタティックルートを表示します。（任意） show ip static-route [ vrf vrf-name]

例：

ステップ 3

switch(config)# show ip static-route

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-configステップ 4

マルチキャストマルチパスの無効化

デフォルトでは、使用可能な複数の ECMPパスがある場合、マルチキャストの RPFインター
フェイスが自動的に選択されます。自動選択を無効にすると、マルチキャスト用に単一のRPF
インターフェイスを指定できます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

マルチキャストマルチパスの無効化ip multicast multipath none

例：

ステップ 2

switch(config)# ip multicast multipath none

マルチパスルートをクリアし、マルチキャストマ

ルチパス抑制をアクティブにします。

clear ip mroute * vrf all

例：

ステップ 3

switch(config)# clear ip mroute * vrf all

RP情報配信を制御するルートマップの設定
ルートマップは、一部のRP設定のミスや悪意のある攻撃に対する保護機能を提供します。こ
のセクションで説明されているコマンドのルートマップを使用します。

ルートマップを設定すると、ネットワーク全体についてRP情報の配信を制御できます。各ク
ライアントルータで発信元の BSRまたはマッピングエージェントを指定したり、各 BSRお
よびマッピングエージェントで、アドバタイズされる（発信元の）候補RPのリストを指定し
たりできるため、目的の情報だけが配信されるようになります。

match ipv6 multicastコマンドのみがルートマップで効果があります。（注）

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIM6がイネーブルに
なっていることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

ルートマップコンフィギュレーションモードを開

始します。構成方法はpermitキーワードを使用しま
す。

route-map map-name [permit | deny] [sequence-number]

例：

switch(config)# route-map ASM_only permit 10
switch(config-route-map)#

ステップ 2

指定したグループ、RP、およびRPタイプを関連付
けます。ユーザはRPのタイプ（ASMまたはBidir）

match ip multicast {rp ip-address [rp-type rp-type]
[group ip-prefix]} | {group ip-prefix rp ip-address
[rp-type rp-type]}

ステップ 3

を指定できます。例で示すとおり、このコンフィ

例： ギュレーションモードでは、グループおよび RPを
指定する必要があります。switch(config)# match ip multicast group

224.0.0.0/4 rp 0.0.0.0/0 rp-type ASM

設定済みのルートマップを表示します。（任意） show route-map

例：

ステップ 4

switch(config-route-map)# show route-map

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config-route-map)# copy running-config
startup-config

メッセージフィルタリングの設定

次の表に、PIMおよび PIM6でのメッセージフィルタ処理の構成方法を示します。

表 12 : PIMおよび PIM6でのメッセージフィルタリング

説明メッセージの種類

スイッチに対しグローバル

PIM登録メッセージをルートマップポリシーに基づいてフィルタリ
ングできるようにし、この match ip multicastコマンドでグループま
たはグループと送信元アドレスを指定できます。このポリシーは、RP
として動作するルータに適用されます。デフォルトではこの機能が

ディセーブルになっているため、PIM Registerメッセージのフィルタ
リングは行われません。

PIM Registerポリシー

ルートマップポリシーに基づく、BSR候補RPメッセージのフィルタ
リングを有効にします。match ip multicast コマンドで、RP、グルー
プアドレス、およびタイプ（ASM）を指定できます。このコマンド
は、BSRの選定対象のルータで使用できます。デフォルトでは、BSR
メッセージはフィルタリングされません。

BSR候補 RPポリシー
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説明メッセージの種類

ルートマップポリシーに基づく、BSRクライアントルータによる
BSRメッセージのフィルタリングをイネーブルにします。match ip
multicastコマンドで、BSR送信元アドレスを指定できます。このコ
マンドは、BSRメッセージを受信するクライアントルータで使用で
きます。デフォルトでは、BSRメッセージはフィルタリングされませ
ん。

BSRポリシー

ルートマップポリシーに基づいた Auto-RPマッピングエージェント
で Auto-RP通知メッセージをフィルタリングできるようにし、match
ip multicastコマンドで RPアドレスとグループアドレスおよびタイ
プ ASMを指定できるようにします。このコマンドは、マッピング
エージェントで使用できます。デフォルトでは、Auto-RPメッセージ
はフィルタリングされません。

Auto-RP候補 RPポリ
シー

ルートマップポリシーに基づく、クライアントルータによるAuto-RP
Discoveryメッセージのフィルタリングをイネーブルにします。match
ip multicastコマンドで、マッピングエージェント送信元アドレスを
指定できます。このコマンドは、Discoveryメッセージを受信するク
ライアントルータで使用できます。デフォルトでは、Auto-RPメッ
セージはフィルタリングされません。

Auto-RPマッピング
エージェントポリシー

スイッチインターフェイスごと

ルートマップポリシーに基づく、Join/Pruneメッセージのフィルタリ
ングをイネーブルにします。match ip[v6] multicastコマンドで、グ
ループ、グループと送信元、またはグループと RPアドレスを指定で
きます。デフォルトでは、Join/Pruneメッセージはフィルタリングさ
れません。

Join/Pruneポリシー

マルチキャストルートマップの構成に関する詳細は、「RP情報配信を制御するためのルート
マップの構成」セクションを参照してください。

メッセージフィルタリングの設定

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、およびPIMがイネーブルになっ
ていることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

switch# configure terminal
switch(config)#

ルートマップポリシーに基づく、PIMRegisterメッ
セージのフィルタリングをイネーブルにします。

（任意） ip pim register-policy policy-name

例：

ステップ 2

match ip multicastコマンドを使用して、グループ
switch(config)# ip pim register-policy
my_register_policy またはグループおよび送信元アドレスを指定できま

す。

ルートマップポリシーに基づく、BSR候補RPメッ
セージのフィルタリングを有効にします。match ip

（任意） ip pim bsr rp-candidate-policy policy-name

例：

ステップ 3

multicastコマンドで、RP、グループアドレス、お
switch(config)# ip pim bsr rp-candidate-policy
my_bsr_rp_candidate_policy よびタイプ（ASM）を指定できます。このコマン

ドは、BSRの選定対象のルータで使用できます。
デフォルトでは、BSRメッセージはフィルタリン
グされません。

ルートマップポリシーに基づく、BSRクライアン
トルータによる BSRメッセージのフィルタリング

（任意） ip pim bsr bsr-policy policy-name

例：

ステップ 4

をイネーブルにします。match ip multicastコマン
switch(config)# ip pim bsr bsr-policy
my_bsr_policy ドで、BSR送信元アドレスを指定できます。この

コマンドは、BSRメッセージを受信するクライア
ントルータで使用できます。デフォルトでは、BSR
メッセージはフィルタリングされません。

ルートマップポリシーに基づいた Auto-RPマッピ
ングエージェントでAuto-RP通知メッセージをフィ

（任意） ip pim auto-rp rp-candidate-policy
policy-name

例：

ステップ 5

ルタリングできるようにし、match ip multicastコ
マンドでRPアドレスとグループアドレスを指定で

switch(config)# ip pim auto-rp
rp-candidate-policy my_auto_rp_candidate_policy きるようにします。このコマンドは、マッピング

エージェントで使用できます。デフォルトでは、

Auto-RPメッセージはフィルタリングされません。

ルートマップポリシーに基づく、クライアントルー

タによる Auto-RP Discoveryメッセージのフィルタ
（任意） ip pim auto-rp mapping-agent-policy
policy-name

例：

ステップ 6

リングをイネーブルにします。match ip multicast
コマンドで、マッピングエージェント送信元アドswitch(config)# ip pim auto-rp

mapping-agent-policy my_auto_rp_mapping_policy レスを指定できます。このコマンドは、Discovery
メッセージを受信するクライアントルータで使用

できます。デフォルトでは、Auto-RPメッセージは
フィルタリングされません。

指定したインターフェイスでインターフェイスモー

ドを開始します。

interface interface

例：

ステップ 7

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#
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目的コマンドまたはアクション

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイ
ンターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 8

switch(config-if)# no switchport

ルートマップポリシーに基づく、Join/Pruneメッ
セージのフィルタリングを有効にします。 match

（任意） ip pim jp-policy policy-name [in | out]

例：

ステップ 9

ip multicastコマンドで、グループ、グループと送
switch(config-if)# ip pim jp-policy my_jp_policy

信元、またはグループとRPアドレスを指定できま
す。デフォルトでは、Join/Pruneメッセージはフィ
ルタリングされません。

このコマンドは、送信および着信の両方向のメッ

セージをフィルタリングします。

PIM構成コマンドを表示します。（任意） show run pim

例：

ステップ 10

switch(config-if)# show run pim

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 11

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

ルートのフラッシュ

フラッシュされたルートは、Multicast Routing Information Base（MRIB）およびMulticast
Forwarding Information Base（MFIB）から削除されます。

PIMを再起動すると、次の処理が実行されます：

• PIMデータベースが削除されます。

• MRIBおよびMFIBは影響を受けず、トラフィックは引き続き転送されます。

•マルチキャストルートの所有権がMRIB経由で検証されます。

•ネイバーから定期的に送信される PIM Joinメッセージおよび Pruneメッセージを使用し
て、データベースにデータが再度読み込まれます。

始める前に

LAN Base Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブル化さ
れていることを確認します。

Cisco Nexus 36000スイッチ NX-OSマルチキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.4（X）
66

PIMの設定

ルートのフラッシュ



手順

目的コマンドまたはアクション

PIMプロセスを再起動します。restart pim

例：

ステップ 1

switch# restart pim

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 2

switch# configure terminal
switch(config)#

PIMプロセスの再起動時に、ルートを削除します。
デフォルトでは、ルートはフラッシュされません。

ip pim flush-routes

例：

ステップ 3

switch(config)# ip pim flush-routes

flush-routesコマンドを含む、PIM実行コンフィギュ
レーション情報を示します。

show running-configuration pim

例：

ステップ 4

switch(config)# show running-configuration pim

設定変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config

PIM設定の確認
PIMの設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

目的コマンド

IPマルチキャストルーティングテーブルを表示しま
す。

show ip mroute { source | group [ source
]} [ vrf vrf-name | all ]

学習済みまたは設定済みのグループ範囲およびモード

を表示します。同様の情報については、show ip pim
rpコマンドを参照してください。

show ip pim group-range [ vrf vrf-name
| all ]

情報をインターフェイス別に表示します。show ip pim interface [ interface | brief ]
[ vrf vrf-name | all ]

ネイバーをインターフェイス別に表示します。show ip pim neighbor [ vrf vrf-name | all
]

OIFリスト内のすべてのインターフェイスを表示しま
す。

show ip pim oif-list group [ source ] [ vrf
vrf-name | all ]
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目的コマンド

マルチキャストルート（S、G）の PIM加入を受信し
たインターフェイスなど、各マルチキャストルート

の情報を表示します。

show ip pim route {source group | group
[ source ]} [ vrf vrf-name | all ]

ソフトウェアの既知のランデブーポイント（RP）お
よびその学習方法と、それらのグループ範囲を表示し

ます。同様の情報については、showippimgroup-range
コマンドを参照してください。

show ip pim rp [ vrf vrf-name | all ]

ブートストラップルータ（BSP）RPハッシュ情報を
表示します。

show ip pim rp-hash [ vrf vrf-name | all
]

実行コンフィギュレーション情報を表示します。show running-configuration pim

実行コンフィギュレーション情報を表示します。show startup-configuration pim

各 VRFの情報を表示します。show ip pim vrf [ vrf-name | all ] [ detail
]

これらのコマンドからの出力のフィールドに関する詳細は、『Cisco Nexus 3000シリーズコマ
ンドリファレンス』を参照してください。

統計の表示
次に、PIMの統計情報を、表示およびクリアするコマンドについて説明します。

PIM統計情報の表示
下のテーブルにリスト化されているコマンドを使用して、PIM統計とメモリを表示できます。
PIMに show ip形式のコマンドを使用します。

表 13 : PIM統計情報コマンド

説明コマンド

Register、RP、および Join/Pruneメッセージの
ポリシーについて、ポリシー統計情報を表示し

ます。

show ip pim policy statistics

PIM統計情報のクリア
次の表に一覧になっているコマンドを使用して、PIM統計情報をクリアできます。
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表 14 :統計情報をクリアする PIMコマンド

説明コマンド

指定したインターフェイスのカウンタをクリア

します。

clear ippim interface statistics interface

Register、RP、および Join/Pruneメッセージの
ポリシーについて、ポリシーカウンタをクリア

します。

clear ip pim policy statistics

PIMプロセスで使用されるグローバルカウンタ
をクリアします。

clear ip pim statistics [vrf vrf-name | all]

PIMの設定例
ここでは、さまざまなデータ配信モードおよび RP選択方式を使用し、PIMを設定する方法に
ついて説明します。

SSMの構成例
SSMモードで PIMを設定するには、PIMドメイン内の各ルータで、次の手順を実行します。

1. 手順 1：ドメインに参加させるインターフェイスで PIMスパースモードパラメータを構
成します。すべてのインターフェイスで PIMをイネーブルにすることを推奨します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip pim sparse-mode

2. ステップ 2：SSMをサポートする IGMPのパラメータを構成します。「IGMPの設定（15
ページ）」を参照してください。通常は、SSMをサポートするために、PIMインターフェ
イスに IGMPv3を設定します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip igmp version 3

3. ステップ 3：デフォルト範囲を使用しない場合は、SSM範囲を構成します。
switch# configure terminal
switch(config)# ip pim ssm range 239.128.1.0/24

4. ステップ 4：メッセージフィルタ処理を構成します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip pim log-neighbor-changes

次に、SSMモードで PIMを構成する方法の例を示します。
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configure terminal
interface ethernet 2/1
no switchport
ip pim sparse-mode
ip igmp version 3
exit
ip pim ssm range 239.128.1.0/24
ip pim log-neighbor-changes

vPCを介した PIM SSMの構成例
この例は、デフォルトの SSM範囲である 232.0.0.0/8～ 225.1.1.1/32をオーバーライドする方法
を示しています。vPCを介したPIMSSMをサポートするために特別な構成は必要ありません。
デフォルトの SSMを別の範囲（225.1.1.1など）に変更する場合は、次の例でその方法を示し
ます。

switch# configure terminal
switch(config)# vrf context Enterprise
switch(config-vrf)# ip pim ssm range 225.1.1.1/32
switch(config-vrf)# show ip pim group-range
PIM Group-Range Configuration for VRF "default"
Group-range Action Mode RP-address Shrd-tree-range Origin
225.1.1.1/32 Accept SSM - - Local

switch1# show vpc (primary vPC) --> Shows vPC-related information. Legend:
(*) - local vPC is down, forwarding via vPC peer-link
vPC domain id: 10
Peer status: peer adjacency formed ok
vPC keep-alive status: peer is alive
Configuration consistency status: success
Per-vlan consistency status: success
Type-2 consistency status: success
vPC role: primary
Number of vPCs configured: 2
Peer Gateway: Disabled
Dual-active excluded VLANs: -
Graceful Consistency Check: Enabled
Auto-recovery status: Disabled
Delay-restore status: Timer is off.(timeout = 30s)
Delay-restore SVI status: Timer is off.(timeout = 10s)

vPC Peer-link status
---------------------------------------------------------------------
id Port Status Active vlans
-- ---- ------ --------------------------------------------------
1 Po1000 up 101-102

vPC status
----------------------------------------------------------------------
id Port Status Consistency Reason Active vlans
-- ---- ------ ----------- ------ ------------
1 Po1 up success success 102
2 Po2 up success success 101

switch2# show vpc (secondary vPC)
Legend:
(*) - local vPC is down, forwarding via vPC peer-link
vPC domain id: 10
Peer status: peer adjacency formed ok
vPC keep-alive status: peer is alive
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Configuration consistency status: success
Per-vlan consistency status: success
Type-2 consistency status: success
vPC role: primary
Number of vPCs configured: 2
Peer Gateway: Disabled
Dual-active excluded VLANs: -
Graceful Consistency Check: Enabled
Auto-recovery status: Disabled
Delay-restore status: Timer is off.(timeout = 30s)
Delay-restore SVI status: Timer is off.(timeout = 10s)

vPC Peer-link status
---------------------------------------------------------------------
id Port Status Active vlans
-- ---- ------ --------------------------------------------------
1 Po1000 up 101-102
vPC status
----------------------------------------------------------------------
id Port Status Consistency Reason Active vlans
-- ---- ------ ----------- ------ ------------
1 Po1 up success success 102
2 Po2 up success success 101

switch1# show ip igmp snooping group vlan 101 (primary vPC IGMP snooping states) -->
Shows if S,G v3 joins are received and on which VLAN. The same VLAN should be OIF in the
MRIB
output.
Type: S - Static, D - Dynamic, R - Router port, F - Fabricpath core port
Vlan Group Address Ver Type Port list
101 */* - R Eth9/5
101 225.1.1.1 v3
100.6.160.20 D Eth9/3

switch2# show ip igmp snooping group vlan 101 (secondary vPC IGMP snooping states)
Type: S - Static, D - Dynamic, R - Router port, F - Fabricpath core port

Vlan Group Address Ver Type Port list
101 */* - R Eth9/5
101 225.1.1.1 v3
100.6.160.20 D Eth9/3

switch1# show ip pim route (primary vPC PIM route) --> Shows the route information in
the PIM protocol.
PIM Routing Table for VRF "default" - 3 entries
(10.6.159.20/32, 225.1.1.1/32), expires 00:02:37
Incoming interface: Ethernet1/19, RPF nbr 10.6.159.20
Oif-list: (1) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Immediate-list: (1) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Sgr-prune-list: (0) 00000000
Timeout-interval: 2, JP-holdtime round-up: 3
(100.6.160.20/32, 225.1.1.1/32), expires 00:01:19
Incoming interface: Vlan102, RPF nbr 100.6.160.20
Oif-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Immediate-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Sgr-prune-list: (0) 00000000
Timeout-interval: 2, JP-holdtime round-up: 3
(*, 232.0.0.0/8), expires 00:01:19
Incoming interface: Null0, RPF nbr 0.0.0.0
Oif-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Immediate-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Sgr-prune-list: (0) 00000000
Timeout-interval: 2, JP-holdtime round-up: 3
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switch2# show ip pim route (secondary vPC PIM route)
PIM Routing Table for VRF "default" - 3 entries (10.6.159.20/32, 225.1.1.1/32), expires
00:02:51
Incoming interface: Vlan102, RPF nbr 100.6.160.100
Oif-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Immediate-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Sgr-prune-list: (0) 00000000
Timeout-interval: 3, JP-holdtime round-up: 3
(100.6.160.20/32, 225.1.1.1/32), expires 00:02:51
Incoming interface: Vlan102, RPF nbr 100.6.160.20
Oif-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Immediate-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000

PIM SSM Over vPC Configuration Example
Sgr-prune-list: (0) 00000000
Timeout-interval: 3, JP-holdtime round-up: 3
(*, 232.0.0.0/8), expires 00:02:51
Incoming interface: Null0, RPF nbr 0.0.0.0
Oif-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Immediate-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Sgr-prune-list: (0) 00000000
Timeout-interval: 3, JP-holdtime round-up: 3

switch2# show ip pim route (secondary vPC PIM route)
PIM Routing Table for VRF "default" - 3 entries
(10.6.159.20/32, 225.1.1.1/32), expires 00:02:29
Incoming interface: Vlan102, RPF nbr 100.6.160.100
Oif-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Immediate-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Sgr-prune-list: (0) 00000000
Timeout-interval: 3, JP-holdtime round-up: 3
(100.6.160.20/32, 225.1.1.1/32), expires 00:02:29
Incoming interface: Vlan102, RPF nbr 100.6.160.20
Oif-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Immediate-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Sgr-prune-list: (0) 00000000
Timeout-interval: 3, JP-holdtime round-up: 3
(*, 232.0.0.0/8), expires 00:02:29
Incoming interface: Null0, RPF nbr 0.0.0.0
Oif-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Immediate-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Sgr-prune-list: (0) 00000000
Timeout-interval: 3, JP-holdtime round-up: 3

switch1# show ip mroute (primary vPC MRIB route) --> Shows the IP multicast routing
table.
IP Multicast Routing Table for VRF "default"
(10.6.159.20/32, 225.1.1.1/32), uptime: 03:16:40, pim ip
Incoming interface: Ethernet1/19, RPF nbr: 10.6.159.20
Outgoing interface list: (count: 1)
Vlan102, uptime: 03:16:40, pim
(100.6.160.20/32, 225.1.1.1/32), uptime: 03:48:57, igmp ip pim
Incoming interface: Vlan102, RPF nbr: 100.6.160.20
Outgoing interface list: (count: 1)
Vlan101, uptime: 03:48:57, igmp
(*, 232.0.0.0/8), uptime: 6d06h, pim ip
Incoming interface: Null, RPF nbr: 0.0.0.0
Outgoing interface list: (count: 0)

switch1# show ip mroute detail (primary vPC MRIB route) --> Shows if the (S,G) entries
have the RPF as the interface toward the source and no *,G states are maintained for the
SSM group range in the MRIB.
IP Multicast Routing Table for VRF "default"
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Total number of routes: 3
Total number of (*,G) routes: 0
Total number of (S,G) routes: 2
Total number of (*,G-prefix) routes: 1
(10.6.159.20/32, 225.1.1.1/32), uptime: 03:24:28, pim(1) ip(0)
Data Created: Yes
VPC Flags
RPF-Source Forwarder
Stats: 1/51 [Packets/Bytes], 0.000 bps
Stats: Inactive Flow
Incoming interface: Ethernet1/19, RPF nbr: 10.6.159.20
Outgoing interface list: (count: 1)
Vlan102, uptime: 03:24:28, pim
(100.6.160.20/32, 225.1.1.1/32), uptime: 03:56:45, igmp(1) ip(0) pim(0)
Data Created: Yes
VPC Flags
RPF-Source Forwarder
Stats: 1/51 [Packets/Bytes], 0.000 bps
Stats: Inactive Flow
Incoming interface: Vlan102, RPF nbr: 100.6.160.20
Outgoing interface list: (count: 1)
Vlan101, uptime: 03:56:45, igmp (vpc-svi)
(*, 232.0.0.0/8), uptime: 6d06h, pim(0) ip(0)
Data Created: No
Stats: 0/0 [Packets/Bytes], 0.000 bps
Stats: Inactive Flow
Incoming interface: Null, RPF nbr: 0.0.0.0
Outgoing interface list: (count: 0)

switch2# show ip mroute detail (secondary vPC MRIB route)
IP Multicast Routing Table for VRF "default"
Total number of routes: 3
Total number of (*,G) routes: 0
Total number of (S,G) routes: 2
Total number of (*,G-prefix) routes: 1
(10.6.159.20/32, 225.1.1.1/32), uptime: 03:26:24, igmp(1) pim(0) ip(0)
Data Created: Yes
Stats: 1/51 [Packets/Bytes], 0.000 bps
Stats: Inactive Flow
Incoming interface: Vlan102, RPF nbr: 100.6.160.100
Outgoing interface list: (count: 1)
Ethernet1/17, uptime: 03:26:24, igmp
(100.6.160.20/32, 225.1.1.1/32), uptime: 04:06:32, igmp(1) ip(0) pim(0)
Data Created: Yes
VPC Flags
RPF-Source Forwarder
Stats: 1/51 [Packets/Bytes], 0.000 bps
Stats: Inactive Flow
Incoming interface: Vlan102, RPF nbr: 100.6.160.20
Outgoing interface list: (count: 1)
Vlan101, uptime: 04:03:24, igmp (vpc-svi)
(*, 232.0.0.0/8), uptime: 6d06h, pim(0) ip(0)
Data Created: No
Stats: 0/0 [Packets/Bytes], 0.000 bps
Stats: Inactive Flow
Incoming interface: Null, RPF nbr: 0.0.0.0
Outgoing interface list: (count: 0)

BSRの設定例
BSRメカニズムを使用して ASMモードで PIMを設定するには、PIMドメイン内の各ルータ
で、次の手順を実行します。
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1. 手順 1：ドメインに参加させるインターフェイスで PIMスパースモードパラメータを構
成します。すべてのインターフェイスで PIMをイネーブルにすることを推奨します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip pim sparse-mode

2. 手順 2：ルータが BSRメッセージの受信と転送を行うかどうかを構成します。
switch# configure terminal
switch(config)# ip pim bsr forward listen

3. 手順 3：BSRとして動作させるルータのそれぞれに、BSRパラメータを構成します。
switch# configure terminal
switch(config)# ip pim bsr-candidate ethernet 2/1 hash-len 30

4. 手順 4：候補 RPとして動作させるルータのそれぞれに、RPパラメータを構成します。
switch# configure terminal
switch(config)# ip pim rp-candidate ethernet 2/1 group-list 239.0.0.0/24

5. ステップ 5：メッセージフィルタ処理を構成します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip pim log-neighbor-changes

6. ステップ 6：BSRの動作を確認します。
switch# show ip pim rp

次に、BSRメカニズムを使用して PIM ASMモードを設定し、同一のルータに BSRと
RPを設定する場合の例を示します。
configure terminal
interface ethernet 2/1
no switchport
ip pim sparse-mode
exit
ip pim bsr forward listen
ip pim bsr-candidate ethernet 2/1 hash-len 30
ip pim rp-candidate ethernet 2/1 group-list 239.0.0.0/24
ip pim log-neighbor-changes

PIM Anycast-RPの設定例
PIMエニーキャスト RP方式を使用して ASMモードを設定するには、PIMドメイン内のルー
タごとに、次の手順を実行します。

1. 手順 1：ドメインに参加させるインターフェイスで PIMスパースモードパラメータを構
成します。すべてのインターフェイスで PIMをイネーブルにすることを推奨します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip pim sparse-mode

2. ステップ2：Anycast-RPセット内のすべてのルータに適用するRPアドレスを構成します。
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switch# configure terminal
switch(config)# interface loopback 0
switch(config-if)# ip address 192.0.2.3/32

3. ステップ 3：Anycast-RPセットに加える各ルータで、そのAnycast-RPセットに属するルー
タ間で通信に使用するアドレスを指定し、ループバックを構成します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface loopback 1
switch(config-if)# ip address 192.0.2.31/32

4. ステップ 4：ルータはエニーキャスト RPピアでもあるため、インターフェイスに一意の
ピアアドレス（ドメイン全体でルーティング可能なアドレス）を構成します（たとえば、

ループバック 2）。
switch# configure terminal
switch(config)# interface loopback 2
switch(config-if)# ip address 193.0.2.31/32
switch(config-if)# ip pim sparse-mode

一意にルーティング可能なアドレスを使用して、すべてのエニーキャストピアルータで同様

の構成を行う必要があります。

（注）

5. ステップ 5：すべてのエニーキャストピアを RPセットに追加します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface loopback 2
switch(config-if)# ip pim anycast-rp 192.0.2.3 193.0.2.31
switch(config-if)# ip pim anycast-rp 192.0.2.3 193.0.2.32

同様の構成を使用して、複数の RPセットを作成できます。（注）

6. ステップ 6：エニーキャスト RPの動作を確認します。
switch# show ip pim interface brief
switch# show ip pim rp

次に、2つの Anycast-RPを使用して、PIM ASMモードを設定する例を示します。
configure terminal
interface ethernet 2/1
no switchport
ip pim sparse-mode
exit
interface loopback 0
ip address 192.0.2.3/32
exit
ip pim anycast-rp 192.0.2.3 192.0.2.31
ip pim anycast-rp 192.0.2.3 192.0.2.32
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次の作業
PIMの関連機能を構成するには、次の章を参照してください：

• IGMPの設定（15ページ）

• IGMPスヌーピングの構成（77ページ）

その他の参考資料
PIMの実装に関する詳細情報については、次の項目を参照してください。

•関連資料

• MIB

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

[Cisco Nexus 3600 NX-OSユニキャストルー
ティング構成ガイド（Cisco Nexus 3600 Series
Unicast Routing Configuration Guide）]

VRFの構成

MIB
MIBのリンクMIB

MIBを検索およびダウンロードするには、次
の URLにアクセスしてください。

http://mibs.cloudapps.cisco.com/ITDIT/MIBS/
MainServlet

IPMCAST-MIB
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第 5 章

IGMPスヌーピングの構成

この章では、Cisco Nexus 3600プラットフォームスイッチにインターネットグループ管理プロ
トコル（IGMP）スヌーピングを構成する方法を説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• IGMPスヌーピングの情報（77ページ）
• IGMPスヌーピングに関する注意事項と制限事項（80ページ）
• IGMPスヌーピングのデフォルト設定（81ページ）
• IGMPスヌーピングパラメータの設定（82ページ）
• IGMPスヌーピング設定の確認（90ページ）
•マルチキャストルートの間隔を設定（91ページ）
• IGMPスヌーピング統計情報の表示（91ページ）
• IGMPスヌーピングの設定例（91ページ）

IGMPスヌーピングの情報

スイッチでは、IGMPスヌーピングをディセーブルにしないことを推奨します。IGMPスヌー
ピングをディセーブルにすると、スイッチで不正なフラッディングが過度に発生し、マルチ

キャストのパフォーマンスが低下する場合があります。

（注）

インターネットグループ管理プロトコル（IGMP）スヌーピングソフトウェアは、VLAN内の
レイヤ 2 IPマルチキャストトラフィックを調査し、関係する受信機が常駐するポートを発見
します。IGMPスヌーピングではポート情報を利用することにより、マルチアクセス LAN環
境における帯域幅消費量を削減し、VLAN全体へのフラッディングを回避します。IGMPス
ヌーピング機能は、マルチキャスト対応ルータに接続されたポートを追跡して、ルータによる

IGMPメンバーシップレポートの転送機能を強化します。トポロジの変更通知には、IGMPス
ヌーピングソフトウェアが応答します。デフォルトでは、IGMPスヌーピングがスイッチでイ
ネーブルにされています。
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次の図では、ホストと IGMPルータ間にある IGMPスヌーピングスイッチを示します。IGMP
スヌーピングスイッチは、IGMPメンバーシップレポートおよびLeaveメッセージをスヌーピ
ングして、必要な場合にだけ接続された IGMPルータに転送します。

図 11 : IGMPスヌーピングスイッチ

IGMPスヌーピングソフトウェアは、IGMPv1、IGMPv2、および IGMPv3コントロールプレー
ンパケットの処理に関与し、レイヤ 3コントロールプレーンパケットを代行受信して、レイ
ヤ 2の転送処理を操作します。

IGMPの詳細については、「 IGMPの設定（15ページ）」を参照してください。

Cisco NX-OS IGMPスヌーピングソフトウェアには、次のような独自の機能があります。

•送信元フィルタリングにより、宛先および送信元の IPアドレスに基づいて、マルチキャ
ストパケットを転送できます。

• MACアドレスでなく、IPアドレスに基づいてマルチキャスト転送を実行します。

• Optimized Multicast Flooding（OMF）により、未知のトラフィックをルータだけに転送し
て、データに基づくステート作成を行いません。

IGMPスヌーピングの詳細については、「RFC 4541」を参照してください。

このセクションは、次のトピックで構成されています。

IGMPv1および IGMPv2
IGMPv1および IGMPv2は、メンバーシップレポートの抑制機能をサポートしています。つま
り、同じサブネットに属する2つのホストが、同じグループのマルチキャストデータを要求し
ている場合、一方のホストからメンバーレポートを受信した他方のホストで、レポートの送信

が抑制されます。メンバーシップレポート抑制は、同じポートを共有しているホスト間で発生

します。

各 VLANスイッチポートに接続されているホストが 1つしかない場合は、IGMPv2の高速脱
退機能を設定できます。高速脱退機能を使用すると、最終メンバーのクエリーメッセージがホ

ストに送信されません。ソフトウェアは IGMP Leaveメッセージを受信すると、ただちに該当
するポートへのマルチキャストデータ転送を停止します。
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IGMPv1では、明示的な IGMP Leaveメッセージが存在しないため、特定のグループについて
マルチキャストデータを要求するホストが存続しないことを示すために、メンバーシップメッ

セージタイムアウトが利用されます。

高速脱退機能がイネーブルになっている場合、他のホストの存在は確認されないため、最終メ

ンバーのクエリーインターバル設定が無視されます。

（注）

IGMPv3
Cisco NX-OSにはフル機能の IGMPv3スヌーピングが実装されており、IGMPv3レポートに含
まれる（S、G）情報に基づいて、フラッディングを制御することができます。この発信元を
ベースとするフィルタリングにより、マルチキャストグループにトラフィックを送信する発信

元に基づくポートのセットにマルチキャストトラフィックを制限するようにスイッチがイネー

ブルにされます。

ソフトウェアのデフォルト設定では、各 VLANポートに接続されたホストが追跡されます。
この明示的なトラッキング機能は、高速脱退メカニズムをサポートしています。すべての

IGMPv3ホストがメンバーシップレポートを送信するため、レポート抑制は、スイッチにより
他のマルチキャスト対応ルータに送信されるトラフィックの量を制限します。レポート抑制を

イネーブルにすると、過去にいずれの IGMPv1ホストまたは IGMPv2ホストからも対象のグ
ループへの要求がなかった場合には、プロキシレポートが作成されます。プロキシ機能によ

り、ダウンストリームホストが送信するメンバーシップレポートからグループステートが構

築され、アップストリームクエリアからのクエリーに応答するためにメンバーシップレポー

トが生成されます。

IGMPv3メンバーシップレポートには LANセグメント上のグループメンバの一覧が含まれて
いますが、最終ホストが脱退すると、メンバーシップクエリーが送信されます。最終メンバー

のクエリーインターバルについてパラメータを設定すると、タイムアウトまでにどのホストか

らも応答がなかった場合に、グループステートが解除されます。

IGMPスヌーピングクエリア
マルチキャストトラフィックをルーティングする必要がないために、Protocol-Independent
Multicast（PIM）がインターフェイス上でディセーブルになっている場合は、メンバーシップ
クエリーを送信するように IGMPスヌーピングクエリアを設定する必要があります。このクエ
リアは、マルチキャスト送信元と受信者を含み、その他のアクティブクエリアを含まない

VLANで定義します。

IGMPスヌーピングクエリアがイネーブルの場合、スイッチは定期的にクエリーを送信します
（構成されたクエリアアドレスの送信元アドレスを使用します）。これらのクエリーは、IP
マルチキャストトラフィックを受信するホストからの IGMPレポートメッセージをトリガー
します。
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ルータポートでの IGMPフィルタ処理
IGMPフィルタ処理を使用すると、スイッチをレイヤ 3マルチキャストスイッチに接続する
ルータポートをスイッチに構成できます。スイッチは、手動で構成されたすべてのスタティッ

クルータポートをルータポートリストに保存します。

IGMPパケットを受信すると、スイッチは VLAN内のルータポートを介してトラフィックを
転送します。スイッチは、PIM helloメッセージまたはスイッチが受信した IGMPクエリーを
介して、ポートをルータポートとして認識します。

IGMPスヌーピングに関する注意事項と制限事項
IGMPスヌーピングに関する注意事項および制約事項は次のとおりです。

• Cisco Nexus 3600プラットフォームスイッチは、IPv4の IGMPスヌーピングのみをサポー
トします。

• Cisco Nexus 3600プラットフォームスイッチは、vPCを使用した IGMPスヌーピングをサ
ポートします。

• IGMPスヌーピング構成は、vPCペアの両方の vPCピアで同一である必要があります。両
方の vPCピアで IGMPスヌーピングを有効または無効にします。

両方の vPCピアで IGMPスヌーピングを有効または無効にする
と、異なるMVR送信元 VLANから同じMVR受信者 VLANへの
IGMPクエリの転送も有効になります。結果の IGMPクエリは、
異なるバージョンとクエリ間隔でクエリを送信する場合がありま

す。Cisco NX-OSリリース 7.0（3）I3（1）より前の動作を維持す
る場合は、 mvr-suppress-queryコマンドを使用します。IGMP一
般クエリ転送の抑制の詳細については、「VLANからの IGMPク
エリ転送の抑制（117ページ）」を参照してください。

（注）

• Cisco NX-OSリリース 7.0（3）I3（1）より前のリリースで、vPCピアを構成している場
合、2台のデバイス間の IGMPスヌーピング構成オプションに相違があると、次のような
結果になります。

•一方のデバイスで IGMPスヌーピングを有効にして、他方で無効にすると、スヌーピ
ングが無効であるデバイスではすべてのマルチキャストトラフィックがフラッディン

グします。

•マルチキャストルータまたはスタティックグループの設定の相違は、トラフィック
損失の原因になり得ます。

•高速脱退、明示的な追跡、およびレポート抑制のオプションをトラフィックの転送に
使用する場合、これらのオプションに相違が生じる可能性があります。
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•デバイス間でクエリーパラメータが異なると、一方のデバイスではマルチキャスト
ステートが期限切れとなり、もう一方のデバイスでは転送が継続されます。この相違

によって、トラフィック損失または転送の長時間化が発生します。

• IGMPスヌーピングクエリアを両方のデバイスで設定している場合、クエリーがトラ
フィックで確認されると、IGMPスヌーピングクエリアはシャットダウンするので、
一方のクエリアだけがアクティブになります。

IGMPスヌーピングのデフォルト設定
次のテーブルでは、IGMPスヌーピングパラメータのデフォルト設定をリスト化しています。

表 15 :デフォルト IGMPスヌーピングパラメータ

デフォルトパラメータ

有効IGMPスヌーピング

有効明示的な追跡

無効高速脱退

1秒最終メンバークエリ間隔

無効スヌーピングクエリア

有効レポート抑制

有効リンクローカルグループ抑制

無効スイッチ全体での IGMPv3レポート抑
制

有効

（Enabled）
VLANごとの IGMPv3レポート抑制

•マルチキャストルータポートを送信元ポートとして SPANセッションが設定されている
場合、送信元ポートに実際に転送されているトラフィックがない場合でも、宛先ポートは

すべてのマルチキャストトラフィックを認識します。これは、マルチキャスト/SPAN実
装の現在の制限によるものです。

• Cisco Nexus 3548シリーズスイッチは、未知のマルチキャストトラフィックをすべての
VLANのマルチキャストルータポートに複製しますが、マルチキャストトラフィックは
1つの特定のVLANで受信されます。これはデフォルトの動作であり、構成できません。

（注）
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IGMPスヌーピングパラメータの設定
IGMPスヌーピングプロセスの動作に影響を与えるには、次の表に示すオプションの IGMPス
ヌーピングパラメータを構成します。

表 16 : IGMPスヌーピングパラメータ

説明パラメータ

スイッチまたは、VLANごとに IGMPスヌー
ピングを有効にします。デフォルトではイネー

ブルになっています。

（注）

グローバル設定が無効になっている場合、す

べてのVLANは、有効かどうかに関係なく無
効として扱われます。

IGMPスヌーピング

VLANごとに IGMP Joinをフィルタ処理する
ポリシーを構成します。

アクセスグループ

各ポートに接続されたそれぞれのホストから

送信される IGMPv3メンバーシップレポート
を、VLAN別に追跡します。デフォルトでは
イネーブルになっています。

明示的な追跡

ソフトウェアが IGMPLeaveレポートを受信し
た場合に、IGMPクエリーメッセージを送信
することなく、グループステートを解除でき

るようにします。このパラメータは、IGMPv2
ホストに関して、各 VLANポート上のホスト
が 1つしか存在しない場合に使用されます。
デフォルトではディセーブルになっています。

高速脱退

IGMPクエリーの送信後に待機する時間を設定
します。この時間が経過すると、ソフトウェ

アは、特定のマルチキャストグループについ

てネットワークセグメント上に受信要求を行

うホストが存在しないと見なします。いずれ

のホストからも応答がないまま、最終メンバ

のクエリインターバルの期限が切れると、対

応する VLANポートからグループが削除され
ます。有効範囲は 1～ 25秒です。デフォルト
値は 1秒です。

最終メンバークエリ間隔
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説明パラメータ

プロキシ脱退メッセージの宛先アドレスを、

脱退するグループのアドレスに変更します。

通常、IGMPスヌーピングモジュールによっ
て生成される IGMPプロキシ脱退メッセージ
は、すべてのホストがグループを脱退すると

き、224.0.0.2マルチキャストルータアドレス
を使用します。マルチキャストアプリケーショ

ンがレポートの受信に依存し、パケットの宛

先アドレスに基づいてマルチキャストトラ

フィックを開始または停止するメッセージを

残す場合は、この構成を実装する必要があり

ます。

プロキシ脱退メッセージ

VLANのすべてのアクティブインターフェイ
スまたは特定のインターフェイスのみで IGMP
レポートをフラッドします。そして、脱退し

ます。

IGMPレポートは、通常、IGMPスヌーピング
モジュールによって検出されるとマルチキャ

ストルータポートに転送されるので、VLAN
でフラッディングされません。ただし、この

コマンドを実行すると、スイッチはマルチキャ

ストルータポートに加えて、VLANに属する
カスタムポートにも IGMPレポートを送信し
ます。マルチキャストアプリケーションがト

ラフィックを送信するために IGMPレポート
を表示する機能を必要とする場合は、この構

成を実装する必要があります。

レポートをフラッドして脱退

マルチキャストトラフィックをルーティング

する必要がないため、PIMをイネーブルにし
ていない場合に、インターフェイスにスヌー

ピングクエリアを設定します。

スヌーピングクエリア

スイッチまたは、VLANごとにマルチキャス
ト対応ルータに送信されるメンバーシップレ

ポートトラフィックを制限します。レポート

抑制をディセーブルにすると、すべての IGMP
レポートがそのままマルチキャスト対応ルー

タに送信されます。デフォルトではイネーブ

ルになっています。

レポート抑制
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説明パラメータ

マルチキャストルータへのスタティック接続

を設定します。ルータと接続するインターフェ

イスが、選択した VLANに含まれている必要
があります。

マルチキャストルータ

VLANのレイヤ 2ポートをマルチキャストグ
ループのスタティックメンバーとして設定し

ます。

スタティックグループ

スイッチまたは各VLANに対して、リンクロー
カルグループ抑制を設定します。デフォルト

ではイネーブルになっています。

リンクローカルグループ抑制

スイッチまたは、VLANごとに IGMPv3レポー
ト抑制およびプロキシレポートを構成します。

デフォルトでは、スイッチ全体で無効になっ

ており、VLANごとに有効になっています。

IGMPv3レポート抑制

手順の概要

1. configure terminal
2. ip igmp snooping
3. vlan configuration vlan-id

4.

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

デバイスの IGMPスヌーピングをイネーブルにしま
す。デフォルトではイネーブルになっています。

ip igmp snooping

例：

ステップ 2

（注）switch(config)# ip igmp snooping

このコマンドの no形式により、グローバル設定が
ディセーブルになっている場合は、個々の VLAN
で IGMPスヌーピングがイネーブルであるかどうか
に関係なく、すべての VLANで IGMPスヌーピン
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目的コマンドまたはアクション

グがディセーブルになります。 IGMPスヌーピン
グをディセーブルにすると、レイヤ2マルチキャス
トフレームがすべてのモジュールにフラッディン

グします。

VLANを構成し、VLANコンフィギュレーション
モードを開始します。

vlan configuration vlan-id

例：

ステップ 3

switch(config)# vlan configuration 100
switch(config-vlan-config)#

説明オプションステップ 4

目的コマンド

現在の VLANに対
して IGMPスヌー

ip igmp snooping

例：
ピングをイネーブ

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping ルにします。デ

フォルトではイ

ネーブルになって

います。

VLANごとに IGMP
Joinをフィルタ処

ip igmp snooping access-group
route-map-name

理するポリシーを例：
構成します。デ

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping access-group
rmap

フォルトではディ

セーブルになって

います。

各ポートに接続さ

れたそれぞれのホ

ip igmp snooping
explicit-tracking

ストから送信され例：
る IGMPv3メン

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
explicit-tracking

バーシップレポー

トを、VLAN別に
追跡します。デ

フォルトは、すべ

ての VLANでイ
ネーブルです。

IGMPv2プロトコル
のホストレポート

ip igmp snooping fast-leave

例：
抑制メカニズムの

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping fast-leave ために、明示的に

追跡できない
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

IGMPv2ホストをサ
ポートします。高

速脱退がイネーブ

ルの場合、IGMPソ
フトウェアは、各

VLANポートに接
続されたホストが

1つだけであると見
なします。デフォ

ルトは、すべての

VLANでディセー
ブルです。

いずれのホストか

らも IGMPクエ
ip igmp snooping
last-member-query-interval
seconds リーメッセージへ

の応答がないま例：

ま、最終メンバのswitch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
last-member-query-interval 3

クエリーインター

バルの期限が切れ

た場合に、関連す

る VLANポートか
らグループを削除

します。有効範囲

は 1～ 25秒です。
デフォルト値は 1
秒です。

プロキシ脱退メッ

セージの宛先アド

[no] ip igmp snooping
proxy-leave use-group-address

レスを、脱退する例：
グループのアドレ

スに変更します。
switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping proxy-leave
use-group-address

通常、IGMPスヌー
ピングモジュール

によって生成され

る IGMPプロキシ
脱退メッセージ

は、すべてのホス

トがグループを脱

退するとき、

224.0.0.2マルチ
キャストルータア

Cisco Nexus 36000スイッチ NX-OSマルチキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.4（X）
86

IGMPスヌーピングの構成

IGMPスヌーピングパラメータの設定



目的コマンドまたはアクション

説明オプション

ドレスを使用しま

す。マルチキャス

トアプリケーショ

ンがレポートの受

信に依存し、パ

ケットの宛先アド

レスに基づいてマ

ルチキャストトラ

フィックを開始ま

たは停止するメッ

セージを残す場合

は、この構成を実

装する必要があり

ます。

VLANのすべての
アクティブイン

[no] ip igmp snooping
report-flood { all | interface
ethernet slot/port} ターフェイスまた

は特定のインター例：

フェイスのみでswitch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping report-flood IGMPレポートをフ
interface ethernet 1/2 ip ラッドします。そ
igmp snooping report-flood
interface ethernet 1/3 して、脱退しま

す。

IGMPレポートは、
通常、IGMPスヌー
ピングモジュール

によって検出され

るとマルチキャス

トルータポートに

転送されるので、

VLANでフラッ
ディングされませ

ん。ただし、この

コマンドを実行す

ると、スイッチは

マルチキャスト

ルータポートに加

えて、VLANに属
するカスタムポー

トにも IGMPレ
ポートを送信しま
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

す。マルチキャス

トアプリケーショ

ンがトラフィック

を送信するために

IGMPレポートを表
示する機能を必要

とする場合は、こ

の構成を実装する

必要があります。

マルチキャストト

ラフィックをルー

ip igmp snooping querier
ip-address

ティングする必要例：
がないため、PIM

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping querier
172.20.52.106

をイネーブルにし

ていない場合に、

スヌーピングクエ

リアを設定しま

す。IPアドレス
は、メッセージの

送信元として使用

します。

マルチキャスト対

応ルータに送信さ

ip igmp snooping
report-suppression

れるメンバシップ例：
レポートトラ

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
report-suppression

フィックを制限し

ます。レポート抑

制をディセーブル

にすると、すべて

の IGMPレポート
がそのままマルチ

キャスト対応ルー

タに送信されま

す。デフォルトで

はイネーブルに

なっています。

（注）

グローバルコン

フィギュレーショ

ンモードでこのコ
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

マンドを実行し、

すべてのインター

フェイスを変更す

ることもできま

す。

マルチキャスト

ルータへのスタ

ip igmp snooping mrouter
interface interface

ティック接続を設例：
定します。ルータ

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping mrouter
interface ethernet 2/1

と接続するイン

ターフェイスが、

選択した VLANに
含まれている必要

があります。

ethernet slot/portの
ように、インター

フェイスはタイプ

および番号で指定

できます。

VLANのレイヤ 2
ポートをマルチ

ip igmp snooping static-group
group-ip-addr [ source source
-ip-addr] interface interface キャストグループ

のスタティックメ例：

ンバーとして設定switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping static-group します。ethernet
230.0.0.1 interface ethernet
2/1

slot/portのように、
インターフェイス

はタイプおよび番

号で指定できま

す。

リンクローカルグ

ループ抑制を設定

ip igmp snooping
link-local-groups-suppression

します。デフォル例：
トではイネーブル

になっています。
switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
link-local-groups-suppression

（注）

グローバルコン

フィギュレーショ

ンモードでこのコ

マンドを実行し、
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

すべてのインター

フェイスを変更す

ることもできま

す。

IGMPv3レポート抑
制およびプロキシ

ip igmp snooping
v3-report-suppression

レポートを設定し例：
ます。デフォルト

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
v3-report-suppression

では、スイッチ全

体のグローバルコ

マンドでディセー

ブルになってお

り、VLANごとに
イネーブルになっ

ています。

（注）

グローバルコン

フィギュレーショ

ンモードでこのコ

マンドを実行し、

すべてのインター

フェイスを変更す

ることもできま

す。

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config

IGMPスヌーピング設定の確認
IGMPスヌーピングの設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

目的コマンド

IGMPスヌーピング設定を VLAN別に表示しま
す。

show ip igmp snooping [vlan vlan-id]
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目的コマンド

グループに関する IGMPスヌーピング情報を
VLAN別に表示します。

show ip igmp snooping groups [source [group] |
group [source]] [vlan vlan-id] [detail]

IGMPスヌーピングクエリアをVLAN別に表示
します。

show ip igmp snooping querier [ vlan vlan-id ]

マルチキャストルータポートを VLAN別に表
示します。

show ip igmp snooping mroute [ vlan vlan-id ]

IGMPスヌーピングの明示的な追跡情報をVLAN
別に表示します。

show ip igmp snooping explicit-tracking [ vlan
vlan-id ]

マルチキャストルートの間隔を設定
スイッチのマルチキャストルートの作成または削除のレートが高い場合（たとえば、IGMP加
入要求または脱退要求が多すぎる場合）、スイッチは要求が行われるのと同じ速さでマルチ

キャストルートをハードウェアにプログラムできません。この問題を解決するには、マルチ

キャストルートがハードウェアにプログラムされるまでの間隔を設定します。

1秒あたりのマルチキャストルートの作成または削除が非常に少ない場合は、低い間隔（最大
50ミリ秒）を設定します。間隔を小さくすると、デフォルトの間隔である1秒を使用する場合
よりも高速にハードウェアをプログラムできます。

1秒あたりのマルチキャストルートの作成数または削除数が非常に多い場合は、間隔を高く構
成します（最大2秒）。間隔を長くすると、要求をドロップすることなく、ハードウェアをよ
り長い期間にわたってプログラムできます。

IGMPスヌーピング統計情報の表示
IGMPスヌーピング統計情報を表示するには、 show ip igmp snooping statistics vlanコマンドを
使用します。この出力で、仮想ポートチャネル（vPC）の統計情報を確認できます。

IGMPスヌーピング統計情報をクリアにするには、 clear ip igmp snooping statistics vlanコマン
ドを使用します。

IGMPスヌーピングの設定例
次に、IGMPスヌーピングパラメータの設定例を示します。
configure terminal
ip igmp snooping
vlan 2
ip igmp snooping
ip igmp snooping explicit-tracking
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ip igmp snooping fast-leave
ip igmp snooping last-member-query-interval 3
ip igmp snooping querier 172.20.52.106
ip igmp snooping report-suppression
ip igmp snooping mrouter interface ethernet 2/1
ip igmp snooping static-group 230.0.0.1 interface ethernet 2/1
ip igmp snooping link-local-groups-suppression
ip igmp snooping v3-report-suppression
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第 6 章

MSDPの設定

この章では、Cisco NX-OSデバイスでMulticast Source Discovery Protocol（MSDP）を設定する
手順について説明します。

• MSDPについて（93ページ）
• MSDPの前提条件（95ページ）
•デフォルト設定（96ページ）
• MSDPの設定（96ページ）
• MSDPの設定の確認（106ページ）
• MSDPのモニタリング（107ページ）
• MSDPの設定例（107ページ）
•関連資料（109ページ）
•標準（109ページ）

MSDPについて
マルチキャストソース検出プロトコル（MSDP）を使用すると、複数のボーダーゲートウェイ
プロトコル（BGP）対応のプロトコル独立マルチキャスト（PIM）スパースモードドメイン間
で、マルチキャストソース情報を交換できます。また、MSDPを使用して Anycast-RP設定を
作成し、RP冗長性および負荷共有機能を提供できます。BGPの詳細については、Cisco Nexus

9000シリーズ NX-OSユニキャストルーティング設定ガイドを参照してください

受信者が別のドメイン内の送信元から送信されたグループに参加する場合、ランデブーポイン

ト（RP）は送信元方向に PIM Joinメッセージを送信して、最短パスツリーを構築します。代
表ルータ（DR）は、送信元ドメイン内の送信元ツリーでパケットを送信します。これらのパ
ケットは、送信元ドメイン内の RPを経由し、送信元ツリーのブランチを通って他のドメイン
へと送信されます。受信者を含むドメインでは、対象のドメインの RPが送信元ツリー上に配
置されている場合があります。ピアリング関係は転送制御プロトコル（TCP）接続を介して構
築されます。

次の図に、4つの PIMドメインを示します。接続された RP（ルータ）は、アクティブな送信
元情報を相互に交換するため、MSDPピアと呼ばれます。各MSDPピアは他のピアにマルチ
キャスト送信元情報の独自のセットをアドバタイズします。送信元ホスト2はグループ224.1.1.1
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にマルチキャストデータを送信します。MSDPプロセスでは、RP 6上で PIMRegisterメッセー
ジを介して送信元に関する情報を学習すると、ドメイン内の送信元に関する情報が、Source-Active
（SA）メッセージの一部としてMSDPピアに送信されます。SAメッセージを受信した RP 3
および RP 5は、MSDPピアに SAメッセージを転送します。RP 5は、ホスト 1からグループ
224.1.1.1上のマルチキャストデータに対する要求を受信すると、192.1.1.1のホスト 2方向に
PIM Joinメッセージを送信して、送信元への最短パスツリーを構築します。

図 12 :異なる PIMドメインに属する RP間のMSDPピアリング

各 RP間でMSDPピアリング設定を行うには、フルメッシュを作成します。一般的なMSDP
フルメッシュは、RP 1、RP 2、RP 3のように自律システム内に作成され、自律システム間に
は作成されません。ループ抑制およびMSDPピア逆パス転送（RPF）により、SAメッセージ
のループを防止するには、BGPを使用します。

PIMドメイン内で Anycast RP（ロードバランシングおよびフェールオーバーを実行できる RP
のセット）を使用する場合、BGPを設定する必要はありません。

（注）

PIM Anycast（RFC 4610）を使用して、MSDPの代わりに Anycast-RP機能を提供できます。（注）

MSDPの詳細については、RFC 3618を参照してください。

SAメッセージおよびキャッシング
MSDPピアによる Source-Active（SA）メッセージの交換を通じて、アクティブな送信元に関
する情報を伝達させます。SAメッセージには、次の情報が格納されています。

•データ送信元の送信元アドレス
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•データ送信元で使用されるグループアドレス

• RPの IPアドレスまたは設定済みの送信元 ID

PIM Registerメッセージによって新しい送信元がアドバタイズされると、MSDPプロセスはそ
のメッセージを再カプセル化して SAメッセージに格納し、即座にすべてのMSDPピアに転送
します。

SAキャッシュには、SAメッセージを介して学習したすべての送信元情報が保持されます。
キャッシングを使用すると、既知のグループの情報がすべてキャッシュに格納されるため、新

たな受信者を迅速にグループに加入させることができます。キャッシュに格納する送信元エン

トリ数を制限するには、SA制限ピアパラメータを設定します。特定のグループプレフィック
スに対してキャッシュに格納する送信元エントリ数を制限するには、グループ制限グローバル

パラメータを設定します。SAキャッシュはデフォルトでイネーブルになっており、ディセー
ブルにはできません。

MSDPソフトウェアは 60秒おきに、または SAインターバルのグローバルパラメータの設定
に従って、SAキャッシュ内の各グループに SAメッセージを送信します。対象の送信元およ
びグループに関する SAメッセージが、SAインターバルから 3秒以内に受信されなかった場
合、SAキャッシュ内のエントリは削除されます。

MSDPピア RPF転送
MSDPピアは、発信元 RPから離れた場所で SAメッセージを受信し、そのメッセージの転送
を行います。このアクションは、ピア RPFフラッディングと呼ばれます。このルータは BGP
またはMBGPルーティングテーブルを調べ、SAメッセージの発信元 RP方向にあるネクスト
ホップピアを特定します。このピアを Reverse Path Forwarding（RPF）ピアと呼びます。

MSDPピアは、非RPFピアから送信元RPへ向かう同じSAメッセージを受信すると、そのメッ
セージをドロップします。それ以外の場合、すべてのMSDPピアにメッセージが転送されま
す。

MSDPメッシュグループ
MSDPメッシュグループを使用すると、ピア RPFフラッディングで生成される SAメッセー
ジ数を抑えることができます。メッシュ内のすべてのルータ間にピアリング関係を設定してか

ら、これらのルータのメッシュグループを作成すると、あるピアから発信されるSAメッセー
ジが他のすべてのピアに送信されます。メッシュ内のピアが受信した SAメッセージは転送さ
れません。

ルータは複数のメッシュグループに参加できます。デフォルトでは、メッシュグループは設

定されていません。

MSDPの前提条件
MSDPの前提条件は、次のとおりです。
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•デバイスにログインしている。

•現在の仮想ルーティングおよびフォワーディング（VRF）モードが正しい（グローバルコ
マンドの場合）。この章の例で示すデフォルトのコンフィギュレーションモードは、デ

フォルト VRFに適用されます。

• MSDPを設定するネットワークに PIMが設定済みである。

デフォルト設定
次の表に、MSDPパラメータのデフォルト設定を示します。

表 17 : MSDPパラメータのデフォルト設定

デフォルトパラメータ

ピアの説明はありません。説明

ピアは定義された時点でイネーブルになります。管理シャットダウン

すべてのMD5パスワードがディセーブルになっ
ています。

MD5パスワード

すべての SAメッセージが受信されます。SAポリシー（IN）

発信される SAメッセージには登録済みの全送
信元が含まれます。

SAポリシー（OUT）

上限は定義されていません。SAの上限

ローカルシステムの RPアドレスです。発信元インターフェイスの名前

グループの上限は定義されていません。グループの上限

60秒SAインターバル

MSDPの設定
MSDPピアリングを有効にするには、各 PIMドメイン内で以下のようにMSDPピアを設定し
ます。

1. MSDPピアとして動作させるルータを選択します。

2. MSDP機能をイネーブルにします。

3. ステップ 1で選択した各ルータで、MSDPピアを設定します。

4. 各MSDPピアでオプションのMSDPピアパラメータを設定します。

Cisco Nexus 36000スイッチ NX-OSマルチキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.4（X）
96

MSDPの設定

デフォルト設定



5. 各MSDPピアでオプションのグローバルパラメータを設定します。

6. 各MSDPピアでオプションのメッシュグループを設定します。

MSDPをイネーブルにする前に入力されたMSDPコマンドは、キャッシュに格納され、MSDP
がイネーブルになると実行されます。ip msdp peerコマンドを使用し、または ip msdp
originator-idコマンドはMSDPを有効にします。

（注）

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能の Cisco NX-OSコマンドは従来の Cisco IOSコマ
ンドと異なる点があるため注意が必要です。

（注）

MSDP機能の有効化

手順の概要

1. configure terminal
2. feature msdp

3. （任意） show running-configuration msdp

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

MSDP機能をイネーブルにして、MSDPコマンドを
実行できるようにします。デフォルトでは、MSDP
機能はディセーブルになっています。

feature msdp

例：

switch# feature msdp

ステップ 2

MSDPの実行コンフィギュレーション情報を示しま
す。

（任意） show running-configuration msdp

例：

ステップ 3

switch# show running-configuration msdp
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目的コマンドまたはアクション

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config

MSDPピアの構成
現在の PIMドメインまたは別の PIMドメイン内にある各MSDPピアとピアリング関係を構築
するには、MSDPピアを設定します。最初のMSDPピアリング関係を設定すると、ルータ上で
MSDPがイネーブルになります。

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMとMSDPがイネー
ブルになっていることを確認してください。

MSDPピアとして設定するルータのドメイン内で、PIMが設定されていることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip msdp peer peer-ip-address connect-source interface [remote-as as-number]
3. ピア IPアドレス、インターフェイス、およびAS番号を必要に応じて変更し、各MSDPピ
アリング関係についてステップ 2を繰り返します。

4. （任意） show ip msdp summary [vrf [vrf-name | all]]
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

MSDPピアを設定してピア IPアドレスを指定しま
す。ソフトウェアは、インターフェイスの送信元 IP

ip msdp peer peer-ip-address connect-source interface
[remote-as as-number]

例：

ステップ 2

アドレスを使用して、ピアとの TCP接続を行いま
す。インターフェイスは type slot/portという形式でswitch(config)# ip msdp peer 192.168.1.10

connect-source ethernet 2/1 remote-as 8 表します。AS番号がローカルASと同じ場合、対象
のピアはPIMドメイン内にあります。それ以外の場
合、対象のピアはPIMドメインの外部にあります。
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目的コマンドまたはアクション

デフォルトでは、MSDPピアリングはディセーブル
になっています。

このコマンドを使用すると、MSDPピアリングがイ
ネーブルになります。

—ピア IPアドレス、インターフェイス、およびAS番
号を必要に応じて変更し、各MSDPピアリング関係
についてステップ 2を繰り返します。

ステップ 3

MSDPピアの要約情報を表示します。（任意） show ip msdp summary [vrf [vrf-name | all]]

例：

ステップ 4

switch# show ip msdp summary

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config

MSDPピアパラメータの設定
次の表に示されているオプションのMSDPピアパラメータが設定可能です。これらのパラメー
タは、各ピアの IPアドレスを使用して、グローバルコンフィギュレーションモードで設定し
ます。

表 18 : MSDPピアパラメータ

説明（Description）パラメータ

ピアの説明を示すストリング。デフォルトで

は、ピアの説明は設定されていません。

Description

MSDPピアをシャットダウンするパラメータ。
コンフィギュレーションの設定はこのコマンド

の影響を受けません。このパラメータを使用す

ると、ピアがアクティブになる前に、複数のパ

ラメータ設定を有効にできます。シャットダウ

ンを実行すると、その他のピアとの TCP接続
は強制終了されます。デフォルトでは、各ピア

は定義した時点でイネーブルになります。

管理シャットダウン

ピアの認証に使用されるMD5共有パスワード
キー。デフォルトでは、MD5パスワードはディ
セーブルになっています。

MD5パスワード

Cisco Nexus 36000スイッチ NX-OSマルチキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.4（X）
99

MSDPの設定

MSDPピアパラメータの設定



説明（Description）パラメータ

TCPキーチェーンは、MSDPピアリング認証に
使用されます。

TCPキーチェーン

着信 SAメッセージのルートマップポリシー。
デフォルトでは、すべての SAメッセージが受
信されます。

（注）

ルートマップポリシーの設定方法については、
Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing
Configuration Guideを参照してください。

SAポリシー（IN）

発信 SAメッセージのルートマップポリシー。
デフォルトでは、発信される SAメッセージに
は登録済みの全送信元が含まれます。

（注）

ルートマップポリシーの設定方法については、
Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing
Configuration Guideを参照してください。

SAポリシー（OUT）

ピアで許可され、SAキャッシュに格納される
(S, G)エントリ数。デフォルトでは、上限はあ
りません。

SAの上限

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMとMSDPがイネー
ブルになっていることを確認してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip msdp description peer-ip-address description

3. ip msdp shutdown peer-ip-address

4. ip msdp password peer-ip-address password

5. ip msdp sa-policy peer-ip-address policy-name in
6. ip msdp sa-policy peer-ip-address policy-name out
7. ip msdp sa-limit peer-ip-address limit

8. （任意） ip msdp keychain peer-ip-address name

9. （任意） show ip msdp peer [peer-address] [vrf [vrf-name | all]]
10. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

（注）switch# configure terminal
switch(config)# ステップ 2でリストされたコマンドを使用して、

MSDPピアパラメータを設定します。

ピアの説明を示すストリングを設定します。デフォ

ルトでは、ピアの説明は設定されていません。

ip msdp description peer-ip-address description

例：

ステップ 2

switch(config)# ip msdp description 192.168.1.10
peer in Engineering network

ピアをシャットダウンします。デフォルトでは、各

ピアは定義した時点でイネーブルになります。

ip msdp shutdown peer-ip-address

例：

ステップ 3

switch(config)# ip msdp shutdown 192.168.1.10

ピアのMD5パスワードをイネーブルにします。デ
フォルトでは、MD5パスワードはディセーブルに
なっています。

ip msdp password peer-ip-address password

例：

switch(config)# ip msdp password 192.168.1.10
my_md5_password

ステップ 4

着信 SAメッセージのルートマップポリシーをイ
ネーブルにします。デフォルトでは、すべての SA
メッセージが受信されます。

ip msdp sa-policy peer-ip-address policy-name in

例：

switch(config)# ip msdp sa-policy 192.168.1.10
my_incoming_sa_policy in

ステップ 5

発信 SAメッセージのルートマップポリシーをイ
ネーブルにします。デフォルトでは、発信される

ip msdp sa-policy peer-ip-address policy-name out

例：

ステップ 6

SAメッセージには登録済みの全送信元が含まれま
す。

switch(config)# ip msdp sa-policy 192.168.1.10
my_outgoing_sa_policy out

ピアから受信可能な（S,G）エントリ数の上限を設
定します。デフォルトでは、上限はありません。

ip msdp sa-limit peer-ip-address limit

例：

ステップ 7

switch(config)# ip msdp sa-limit 192.168.1.10
5000

ピアのキーチェーン認証を有効にします。ここで

<keychain>はキーチェーンの名前です。
（任意） ip msdp keychain peer-ip-address name

例：

ステップ 8

（注）switch(config)# ip msdp keychain 192.168.1.10
5000 mykeychain •キーチェーンを設定する前でも、特定のキー

チェーン名を使用して認証を設定できますが、
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目的コマンドまたはアクション

認証が成功するのは有効なキーとともにキー

チェーンが存在する場合だけです。

•キーチェーン認証が構成されている場合、古
いパスワードベースの認証は（存在する場合

でも）無視されます。

MSDPピアの詳細情報を表示します。（任意） show ip msdp peer [peer-address] [vrf
[vrf-name | all]]

ステップ 9

例：

switch(config)# show ip msdp peer 192.168.1.10

実行コンフィギュレーションを、スタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 10

switch(config)# copy running-config
startup-config

MSDPグローバルパラメータの設定
次の表に示されているオプションのMSDPグローバルパラメータが設定可能です。

表 19 : MSDPグローバルパラメータ

説明パラメータ

SAメッセージエントリの RPフィールドで使
用される IPアドレス。Anycast RPを使用する
場合は、すべてのRPに対して同じ IPアドレス
を使用します。このパラメータを使用すると、

各MSDPピアの RPに一意の IPアドレスを定
義できます。デフォルトでは、ローカルシステ

ムの RPアドレスが使用されます。

（注）

RPアドレスにはループバックインターフェイ
スを使用することを推奨します。

発信元インターフェイスの名前

指定したプレフィックスに対して作成される

(S, G)エントリの最大数。グループの上限を超
えた場合、そのグループは無視され、違反状態

が記録されます。デフォルトでは、グループの

上限は定義されていません。

グループの上限
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説明パラメータ

Source-Active（SA）メッセージを送信する間
隔。有効値の範囲は60～65,535秒です。デフォ
ルトは 60秒です。

SAインターバル

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMとMSDPがイネー
ブルになっていることを確認してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip msdp originator-id interface

3. ip msdp group-limit limit source source-prefix

4. ip msdp sa-interval seconds

5. （任意） show ip msdp summary [vrf [ vrf-name | all]]
6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ピアの説明を示すストリングを設定します。デフォ

ルトでは、ピアの説明は設定されていません。

ip msdp originator-id interface

例：

ステップ 2

SAメッセージエントリの RPフィールドで使用さ
れる IPアドレスを設定します。デフォルトでは、
ローカルシステムの RPアドレスが使用されます。

switch(config)# ip msdp originator-id loopback0

（注）

RPアドレスにはループバックインターフェイスを
使用することを推奨します。

指定したプレフィックスに対してソフトウェアが作

成する (S, G)エントリの最大数。グループの上限を
ip msdp group-limit limit source source-prefix

例：

ステップ 3

超えた場合、そのグループは無視され、違反状態がswitch(config)# ip msdp group-limit 1000 source
192.168.1.0/24 記録されます。デフォルトでは、グループの上限は

定義されていません。
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目的コマンドまたはアクション

Source-Active（SA）メッセージを送信する間隔。有
効値の範囲は 60～ 65,535秒です。デフォルトは 60
秒です。

ip msdp sa-interval seconds

例：

switch(config)# ip msdp sa-interval 80

ステップ 4

MDSPコンフィギュレーションのサマリーを表示し
ます。

（任意） show ip msdp summary [vrf [ vrf-name | all]]

例：

ステップ 5

switch(config)# show ip msdp summary

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config)# copy running-config startup-config

MSDPメッシュグループの設定
グローバルコンフィギュレーションモードでオプションのMSDPメッシュグループを設定す
るには、メッシュ内の各ピアを指定します。同じルータに複数のメッシュグループを設定した

り、各メッシュグループに複数のピアを設定したりできます。

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMとMSDPがイネー
ブルになっていることを確認してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip msdp mesh-group peer-ip-addr mesh-name

3. ピア IPアドレスを変更し、メッシュ内の各MSDPピアについてステップ 2を繰り返しま
す。

4. （任意） show ip msdp mesh-group [mesh-group] [vrf [vrf-name | all]]
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

switch# configure terminal
switch(config)#

MSDPメッシュを設定してピア IPアドレスを指定し
ます。同じルータに複数のメッシュを設定したり、

ip msdp mesh-group peer-ip-addr mesh-name

例：

ステップ 2

各メッシュグループに複数のピアを設定したりできswitch(config)# ip msdp mesh-group 192.168.1.10
my_mesh_1 ます。デフォルトでは、メッシュグループは設定さ

れていません。

—ピア IPアドレスを変更し、メッシュ内の各MSDP
ピアについてステップ 2を繰り返します。

ステップ 3

MSDPメッシュグループ設定に関する情報を表示し
ます。

（任意） show ip msdp mesh-group [mesh-group] [vrf
[vrf-name | all]]

例：

ステップ 4

switch# show ip msdp mesh-group

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config

MSDPプロセスの再起動

始める前に

MSDPプロセスを再起動し、オプションとして、すべてのルートをフラッシュすることができ
ます。

手順の概要

1. restart msdp
2. configure terminal
3. ip msdp flush-routes

4. （任意） show running-configuration | include flush-routes

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

MSDPプロセスを再起動します。restart msdp

例：

ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

switch# restart msdp

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

switch# configure terminal
switch(config)#

MSDPプロセスの再起動時に、ルートを削除しま
す。デフォルトでは、ルートはフラッシュされませ

ん。

ip msdp flush-routes

例：

switch(config)# ip msdp flush-routes

ステップ 3

実行コンフィギュレーションの flush-routes設定行を
表示します。

（任意） show running-configuration | include
flush-routes

例：

ステップ 4

switch(config)# show running-configuration |
include flush-routes

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config

MSDPの設定の確認
MSDPの設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

説明コマンド

MSDP(S,G)エントリ数およびグループ数を自律
システム（AS）番号別に表示します。

show ip msdp count [as-number] [vrf [vrf-name |
all]]

MSDPメッシュグループ設定を表示します。show ip msdp mesh-group [mesh-group] [vrf
[vrf-name | all]]

MSDPピアのMSDP情報を表示します。show ip msdp peer [peer-address] [vrf [vrf-name |
all]]

RPアドレスへのBGPパス上にあるネクストホッ
プ ASを表示します。

show ip msdp rpf [rp-address] [vrf [vrf-name | all]]

MSDPで学習された送信元と、グループ上限設
定に関する違反状況を表示します。

show ip msdp sources [vrf [vrf-name | all]]

MSDPピア設定の要約を表示します。show ip msdp summary [vrf [vrf-name | all]]
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MSDPのモニタリング
次に、MSDPの統計情報を、表示およびクリアするための機能について説明します。

統計の表示

次のコマンドを使用して、MSDP統計情報を表示できます。

説明コマンド

MSDPピアのMSDPポリシー統
計情報を表示します。

show ip msdp policy statistics sa-policy peer-address {in | out} [vrf
[vrf-name | all]]

MSDP SAルートキャッシュを
表示します。送信元アドレスを

指定した場合は、その送信元に

対応するすべてのグループが表

示されます。グループアドレス

を指定した場合は、そのグルー

プに対応するすべての送信元が

表示されます。

show ip msdp {sa-cache | route} [source-address] [group-address]
[vrf [vrf-name | all]] [asn-number] [peer peer-address]

統計情報のクリア

MSDP統計情報は、以下のコマンドを使用してクリアできます。

説明コマンド

MSDPピアとの TCP接続をクリアします。clear ip msdp peer [peer-address] [vrf vrf-name]

MSDPピア SAポリシーの統計情報カウンタを
クリアします。

clear ip msdp policy statistics sa-policy peer-address
{in | out} [vrf vrf-name]

MSDPピアの統計情報をクリアします。clear ip msdp statistics [peer-address] [vrf vrf-name]

SAキャッシュ内のグループエントリをクリア
します。

clear ip msdp {sa-cache | route} [group-address]
[vrf [vrf-name | all]]

•

MSDPの設定例
MSDPピア、一部のオプションパラメータ、およびメッシュグループを設定するには、MSDP
ピアごとに次の手順を実行します。
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1. 他のルータとのMSDPピアリング関係を設定します。
switch# configure terminal
switch(config)# ip msdp peer 192.168.1.10 connect-source ethernet 1/0 remote-as 8

2. オプションのピアパラメータを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip msdp password 192.168.1.10 my_peer_password_AB

3. オプションのグローバルパラメータを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip msdp sa-interval 80

4. 各メッシュグループ内のピアを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip msdp mesh-group 192.168.1.10 mesh_group_1

次の例は、MSDPピアリングのサブセットの構成例を示します。

RP 3: 192.168.3.10（AS 7）

configure terminal
ip msdp peer 192.168.1.10 connect-source ethernet 1/1
ip msdp peer 192.168.2.10 connect-source ethernet 1/2
ip msdp peer 192.168.6.10 connect-source ethernet 1/3 remote-as 9
ip msdp password 192.168.6.10 my_peer_password_36
ip msdp sa-interval 80
ip msdp mesh-group 192.168.1.10 mesh_group_123
ip msdp mesh-group 192.168.2.10 mesh_group_123
ip msdp mesh-group 192.168.3.10 mesh_group_123

RP 5: 192.168.5.10（AS 8）

configure terminal
ip msdp peer 192.168.4.10 connect-source ethernet 1/1
ip msdp peer 192.168.6.10 connect-source ethernet 1/2 remote-as 9
ip msdp password 192.168.6.10 my_peer_password_56
ip msdp sa-interval 80

RP 6: 192.168.6.10（AS 9）

configure terminal
ip msdp peer 192.168.7.10 connect-source ethernet 1/1
ip msdp peer 192.168.3.10 connect-source ethernet 1/2 remote-as 7
ip msdp peer 192.168.5.10 connect-source ethernet 1/3 remote-as 8
ip msdp password 192.168.3.10 my_peer_password_36
ip msdp password 192.168.5.10 my_peer_password_56
ip msdp sa-interval 80
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関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Nexus 3600シリーズ NX-OSユニキャストルーティング

設定ガイド』

MBGPの設定

標準

タイトル標準

マルチキャストソース検出プロトコル（MSDP）RFC 4624
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第 7 章

MVRの設定

この章では、CiscoNexus3600プラットフォームスイッチでマルチキャストVLAN登録（MVR）
を構成する方法について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• MVRについて（111ページ）
• MVRに関する注意事項と制約事項（113ページ）
• MVRのデフォルト設定（113ページ）
• MVRの設定（113ページ）
• MVR設定の確認（118ページ）
• MVR設定の例（120ページ）

MVRについて
一般的なレイヤ 2マルチ VLANネットワークでは、マルチキャストグループへの加入者を複
数の VLANに設定できます。それらの VLAN間でデータ分離を維持するには、送信元 VLAN
上のマルチキャストストリームをルータに渡す必要があります。そこで、そのストリームがす

べての加入者 VLANで複製され、アップストリーム帯域幅が消費されます。

マルチキャスト VLANレジストレーション（MVR）を使用すると、レイヤ 2スイッチでマル
チキャストデータを共通の割り当て済み VLANの送信元から加入者 VLANに転送し、ルータ
のバイパスによってアップストリーム帯域幅を節約できます。スイッチは、MVRIPマルチキャ
ストストリームのマルチキャストデータを、IGMPレポートまたはMVRのスタティックコ
ンフィギュレーションのいずれかを使用して、ホストが加入したMVRポートに対してだけ転
送します。スイッチは、MVRホストから受信した IGMPレポートを送信元ポートに対してだ
け転送します。他のトラフィックでは、VLAN分離が保持されます。

MVRでは、マルチキャストストリームを送信元から伝送するために、少なくとも1つのVLAN
を共通VLANとして指定する必要があります。そのような複数のマルチキャストVLAN（MVR
VLAN）をシステムで設定でき、さらにグローバルなデフォルトMVR VLANとインターフェ
イス固有のデフォルトMVRVLANを設定できます。MVRを使用した各マルチキャストグルー
プは、MVR VLANに割り当てられます。
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MVRを使用すると、ポート上の加入者は、IGMP JoinおよびLeaveメッセージを送信すること
で、MVR VLAN上のマルチキャストストリームへの加入および脱退を行うことができます。
MVRグループからの IGMP Leaveメッセージは、Leaveメッセージを受信する VLANの IGMP
設定に従って処理されます。IGMP高速脱退がVLANでイネーブルになっている場合、ポート
がただちに削除されます。それ以外の場合は、他のホストがポートに存在するかどうかを判断

するために、IGMPクエリーがグループに送信されます。

MVRの他の機能との相互運用性

MVRと IGMPスヌーピング
MVRは IGMPスヌーピングの基本メカニズムで動作しますが、この 2つの機能はそれぞれ単
独で動作します。それぞれ、もう一方の機能の動作に影響を与えずにイネーブルまたはディ

セーブルに設定できます。IGMPスヌーピングがグローバルに、あるいはVLANでディセーブ
ルになっている場合、およびMVRが VLANでイネーブルになっている場合、IGMPスヌーピ
ングはVLANで内部的にイネーブルになります。非MVRレシーバポート上でMVRグループ
用に受信した Join、またはMVRレシーバポート上で非MVRグループ用に受信した Joinは、
IGMPスヌーピングによって処理されます。

MVRと vPC

• IGMPスヌーピングと同様に、仮想ポートチャネル（vPC）ピアスイッチで受信された
IGMP制御メッセージは、ピア間で交換され、MVRグループ情報を同期できます。

• MVR設定は、ピア間で一貫している必要があります。

• no ip igmp snooping mrouter vpc-peer-linkコマンドはMVRに適用されます。このコマンド
を使用する際、VLANに孤立ポートがない限り、マルチキャストトラフィックは送信元
VLANおよびレシーバ VLANのピアリンクに送信されません。

• show mvr memberコマンドは、vPCピアスイッチのマルチキャストグループを表示しま
す。ただし、vPCピアスイッチは、グループの IGMPメンバーシップレポートを受信し
ない場合、マルチキャストグループを表示しません。

MVRと vPC
• IGMPスヌーピングと同様に、仮想ポートチャネル（vPC）ピアスイッチで受信された
IGMP制御メッセージは、ピア間で交換され、MVRグループ情報を同期できます。

• MVR設定は、ピア間で一貫している必要があります。

• no ip igmp snooping mrouter vpc-peer-linkコマンドはMVRに適用されます。このコマンド
を使用する際、VLANに孤立ポートがない限り、マルチキャストトラフィックは送信元
VLANおよびレシーバ VLANのピアリンクに送信されません。
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• show mvr memberコマンドは、vPCピアスイッチのマルチキャストグループを表示しま
す。ただし、vPCピアスイッチは、グループの IGMPメンバーシップレポートを受信し
ない場合、マルチキャストグループを表示しません。

MVRに関する注意事項と制約事項
MVRには、次のガイドラインと制限事項があります。

• N3K-C36180YC-RおよびN3K-C3636C-Rラインカードを備えた Cisco Nexus 3600プラット
フォームスイッチでは、MVRがサポートされます。

• MVRは、個々のポート、ポートチャネル、仮想イーサネット（vEth）ポートなどのレイ
ヤ 2イーサネットポートでのみサポートされます。

• MVRレシーバポートはアクセスポートでなければなりません。トランクポートにはで
きません。MVR送信元ポートは、アクセスポートまたはトランクポートのどちらかにす
る必要があります。

• Flex LinkポートでのMVRの設定はサポートされません。

•プライオリティタギングは、MVRレシーバポートではサポートされません。

• MVR VLANの合計数は 250未満にする必要があります。

MVRのデフォルト設定
次の表に、MVRパラメータのデフォルト設定を示します。

表 20 :デフォルトのMVRパラメータ

デフォルトパラメータ

グローバルおよびインターフェイス単位でディセーブ

ル

MVR

未設定グローバルMVR VLAN

受信ポートでも送信元ポートでもないインターフェイス（ポートごと）

MVRの設定
MVRグローバルおよびインターフェイスパラメータを構成して、MVRプロセスの動作に影
響を与えることができます。
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MVRグローバルパラメータの設定
MVRとさまざまな構成パラメータをグローバルに有効にすることができます。

手順の概要

1. configure terminal
2. [ no] mvr
3. [no] mvr-vlan vlan-id

4. [no] mvr-group addr [/mask] [count groups] [vlan vlan-id]
5. （任意） clear mvr counters [source-ports | receiver-ports]
6. （任意） show mvr

7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

MVRをグローバルにイネーブルにします。デフォ
ルトではディセーブルになっています。

[ no] mvr

例：

ステップ 2

MVRを無効にするには、このコマンドの no形式を
使用します。

switch(config)# mvr
switch(config-mvr)#

グローバルなデフォルトMVRVLANを指定します。
MVR VLANは、後続のレシーバが加入するマルチ

[no] mvr-vlan vlan-id

例：

ステップ 3

キャストメッセージの送信元です。指定できる範囲

は 1～ 4094です。
switch(config-mvr)# mvr-vlan 7

MVR VLANをクリアするには、コマンドの no形式
を使用します。

指定した IPv4アドレスのマルチキャストグループ
（およびオプションとしてのネットマスク長）をグ

[no]mvr-group addr [/mask] [count groups] [vlan vlan-id]

例：

ステップ 4

ローバルなデフォルトMVR VLANに追加します。switch(config-mvr)# mvr-group 230.1.1.1
count 4 このコマンドを繰り返して、追加グループをMVR

VLANに追加することができます。

IPアドレスは a.b.c.d/m形式で入力します。mはネッ
トマスクのビット数（1～ 31）です。
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目的コマンドまたはアクション

オプションとして、指定した IPドレスから始まる連
続マルチキャスト IPアドレスを使用して、いくつか
のMVRグループを指定できます。countキーワード
を使用して、その後に1～64の番号を指定します。

オプションで、vlanキーワードを使用してグループ
のMVR VLANを指定できます。それ以外の場合、
グループはデフォルトのMVR VLANに割り当てら
れます。

グループ設定をクリアするには、コマンドの no形
式を使用します。

MVR IGMPパケットカウンタをクリアします。（任意） clear mvr counters [source-ports |
receiver-ports]

ステップ 5

例：

switch(config-mvr)# clear mvr counters

グローバルMVR設定を表示します。（任意） show mvr

例：

ステップ 6

switch(config-mvr)# show mvr

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

switch(config-mvr)# copy running-config
startup-config

MVRインターフェイスの設定
Cisco NX-OSデバイスでMVRインターフェイスを設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. mvr
3. interface {ethernet slot/port | port-channel channel-number | ethernet number}
4. [no] mvr-type {source |receiver}
5. （任意） [ no] mvr-vlan {vlan-id}
6. [ no] mvr-group addr [/mask] {vlan vlan-id}
7. copy running-config startup-config
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手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

MVRをグローバルにイネーブルにします。デフォ
ルトではディセーブルになっています。

mvr

例：

ステップ 2

（注）switch(config)# mvr
switch(config-mvr)# MVRがグローバルにイネーブルになっている場合

は、このコマンドは必要ありません。

設定するレイヤ 2ポートを指定して、インターフェ
イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface {ethernet slot/port | port-channel
channel-number | ethernet number}

例：

ステップ 3

switch(config-mvr)# interface
ethernet 2/2
switch(config-mvr-if)#

MVRポートを、次のポートタイプのいずれかに設
定します。

[no] mvr-type {source |receiver}

例：

ステップ 4

•送信元：マルチキャストデータを送受信する
アップリンクポートがMVR送信元として構成

switch# configure terminal
switch(config)#

されます。そのポートは、自動的にMVRマル
チキャストグループのスタティックレシーバ

になります。送信元ポートをMVR VLANのメ
ンバにする必要があります。

•受信者：MVRマルチキャストグループに登録
するホストに接続されているアクセスポートが

MVR受信者として設定されます。レシーバポー
トでデータを受信するのは、IGMPLeaveおよび
Joinメッセージを使用してそのポートがマルチ
キャストグループのメンバになっている場合だ

けです。

MVR特性を使用して非MVRポートを設定しようと
すると、その設定はキャッシュされますが、その

ポートがMVRポートがになるまで有効になりませ
ん。デフォルトのポートモードは非MVRです。

Cisco Nexus 36000スイッチ NX-OSマルチキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.4（X）
116

MVRの設定

MVRインターフェイスの設定



目的コマンドまたはアクション

インターフェイスで受信された Join用にグローバル
なデフォルトMVRVLANを上書きするインタフェー

（任意） [ no] mvr-vlan {vlan-id}

例：

ステップ 5

スのデフォルトMVR VLANを指定します。MVR
switch(config-mvr-if)# mvr-vlan 7

VLANは、後続のレシーバが加入するマルチキャス
トメッセージの送信元です。指定できる範囲は 1～
4094です。

指定した IPv4アドレスのマルチキャストグループ
（およびオプションのネットマスク長）をインター

[ no] mvr-group addr [/mask] {vlan vlan-id}

例：

ステップ 6

フェイスMVR VLANに追加し、グローバルMVRswitch(config-mvr-if)# mvr-group
225.1.3.1 vlan 100 グループ設定を上書きします。このコマンドを繰り

返して、付加的なグループをMVR VLANに追加す
ることができます。

IPアドレスは a.b.c.d/m形式で入力します。mはネッ
トマスクのビット数（1～ 31）です。

オプションとして、グループのMVR VLANを vlan
キーワードを使用して指定することができます。こ

のキーワードを使用しない場合、グループはイン

ターフェイスのデフォルト（指定した場合）または

グローバルなデフォルトMVR VLANに割り当てら
れます。

IPv4アドレスとネットワークマスクをクリアするに
は、コマンドの形式を使用します。

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

switch(config-mvr-if)# copy running-config
startup-config

VLANからの IGMPクエリ転送の抑制
ソース VLANからレシーバ VLANへの IGMP一般クエリを抑制するには、次の手順を実行し
ます。

手順の概要

1. configure terminal
2. mvr-config
3. mvr-suppress-query vlan vlan-ID
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手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

グローバルMVRコンフィギュレーションモードを
開始します。

mvr-config

例：

ステップ 2

switch# mvr-config
switch(config-mvr)#

一般クエリを抑制する必要があるMVR IDまたは
ソース VLAN範囲を表示します。VLAN IDの値は

mvr-suppress-query vlan vlan-ID

例：

ステップ 3

1～ 3967です。VLAN IDは、1～ 5、10、または 2
～ 5、7～ 19の範囲で表すこともできます。

switch(config-mvr)# mvr-suppress-query vlan 1-5
switch(config-mvr)#

MVR設定の確認
MVRの設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

MVRサブシステムの設定およびステータスを表示し
ます。

show mvr

MVRグループの設定を表示します。show mvr groups

指定したVLAN上の IGMPスヌーピング情報を表示
します。

show ip igmp snooping [ vlan vlan-id ]

指定したインターフェイスのMVR設定を表示しま
す。

show mvr interface {ethernet slot/port |
port-channel number}

すべてのMVR受信者メンバーの数と詳細を表示し
ます。

show mvr members [ count ]

指定したインターフェイスのMVRメンバの詳細を
表示します。

show mvr members interface {ethernet
slot/port | port-channel number}

指定したVLANのMVRメンバの詳細を表示します。show mvr members vlan vlan-id
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目的コマンド

すべてのインターフェイスまたは指定したインター

フェイスのすべてのMVRレシーバポートを表示し
ます。

show mvr receiver-ports [ethernet
slot/port | port-channel number]

すべてのインターフェイスまたは指定したインター

フェイスのすべてのMVR送信元ポートを表示しま
す。

show mvr source-ports [ethernet slot/port
| port-channel number]

次に、MVRパラメータを確認する例を示します。
switch# show mvr
MVR Status : enabled
Global MVR VLAN : 100
Number of MVR VLANs : 4

次に、MVRグループ設定を確認する例を示します。
switch# show mvr groups
* - Global default MVR VLAN.
Group start Group end Count MVR-VLAN Interface
Mask
------------- --------------- ------ -------- -----------
228.1.2.240 228.1.2.255 /28 101
230.1.1.1 230.1.1.4 4 *100
235.1.1.6 235.1.1.6 1 340
225.1.3.1 225.1.3.1 1 *100 Eth1/10

次に、MVRインターフェイス設定とステータスを確認する例を示します。
switch# show mvr interface
Port VLAN Type Status MVR-VLAN
---- ---- ---- ------ --------
Po10 100 SOURCE ACTIVE 100-101
Po201 201 RECEIVER ACTIVE 100-101,340
Po202 202 RECEIVER ACTIVE 100-101,340
Po203 203 RECEIVER ACTIVE 100-101,340
Po204 204 RECEIVER INACTIVE 100-101,340
Po205 205 RECEIVER ACTIVE 100-101,340
Po206 206 RECEIVER ACTIVE 100-101,340
Po207 207 RECEIVER ACTIVE 100-101,340
Po208 208 RECEIVER ACTIVE 2000-2001
Eth1/9 340 SOURCE ACTIVE 340
Eth1/10 20 RECEIVER ACTIVE 100-101,340
Eth2/2 20 RECEIVER ACTIVE 100-101,340
Eth102/1/1 102 RECEIVER ACTIVE 100-101,340
Eth102/1/2 102 RECEIVER INACTIVE 100-101,340
Eth103/1/1 103 RECEIVER ACTIVE 100-101,340
Eth103/1/2 103 RECEIVER ACTIVE 100-101,340
Status INVALID indicates one of the following misconfiguration:
a) Interface is not a switchport.
b) MVR receiver is not in access.
c) MVR source is in fex-fabric mode.

次に、すべてのMVRメンバを表示する例を示します。
switch# show mvr members
MVR-VLAN Group Address Status Members
-------- ------------- ------- -------
100 230.1.1.1 ACTIVE Po201 Po202 Po203 Po205 Po206
100 230.1.1.2 ACTIVE Po205 Po206 Po207 Po208
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340 235.1.1.6 ACTIVE Eth102/1/1
101 225.1.3.1 ACTIVE Eth1/10 Eth2/2
101 228.1.2.241 ACTIVE Eth103/1/1 Eth103/1/2

次に、すべてのインターフェイスのすべてのMVRレシーバポートを表示する例を示します。
switch# show mvr receiver-ports
Port MVR-VLAN Status Joins Leaves
(v1,v2,v3)
------------ -------- -------- ------------ ------------
Po201 100 ACTIVE 8 2
Po202 100 ACTIVE 8 2
Po203 100 ACTIVE 8 2
Po204 100 INACTIVE 0 0
Po205 100 ACTIVE 10 6
Po206 100 ACTIVE 10 6
Po207 100 ACTIVE 5 0
Po208 100 ACTIVE 6 0
Eth1/10 101 ACTIVE 12 2
Eth2/2 101 ACTIVE 12 2
Eth102/1/1 340 ACTIVE 16 15
Eth102/1/2 340 INACTIVE 16 16
Eth103/1/1 101 ACTIVE 33 0
Eth103/1/2 101 ACTIVE 33 0

次に、すべてのインターフェイスのすべてのMVR送信元ポートを表示する例を示します。
switch# show mvr source-ports
Port MVR-VLAN Status
------------ -------- --------
Po10 100 ACTIVE
Eth1/9 340 ACTIVE

MVR設定の例
次の例は、MVRをグローバルにイネーブルにし、グローバルパラメータを設定する方法を示
しています。

switch# configure terminal
switch(config)# mvr
switch(config-mvr)# mvr-vlan 100
switch(config-mvr)# mvr-group 230.1.1.1 count 4
switch(config-mvr)# mvr-group 228.1.2.240/28 vlan 101
switch(config-mvr)# mvr-group 235.1.1.6 vlan 340

switch# show mvr
MVR Status : enabled
Global MVR VLAN : 100
Number of MVR VLANs : 3

次の例は、イーサネットポートをMVRレシーバポートとして設定する方法を示しています。
switch# configure terminal
switch(config)# mvr
switch(config-mvr)# interface ethernet 1/10
switch(config-mvr-if)# mvr-group 225.1.3.1 vlan 100
switch(config-mvr-if)# mvr-type receiver
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付録 A
IPマルチキャストについての IETF RFC

この付録には、IPマルチキャスト関連の、インターネット技術特別調査委員会（IETF）策定の
RFCを掲載しています。IETF RFCの詳細については、http://www.ietf.org/rfc.htmlを参照してく
ださい。

• IPマルチキャストについての IETF RFC（121ページ）

IPマルチキャストについての IETF RFC
タイトルRFC

『Internet Group Management Protocol, Version 2』RFC 2236

管理用スコープの IPマルチキャストRFC 2365

BGP-4のマルチプロトコル拡張RFC 2858

インターネットグループ管理プロトコル、バージョン 3RFC 3376

『Anycast Rendezvous Point (RP) mechanism using Protocol Independent Multicast (PIM)

and Multicast Source Discovery Protocol (MSDP)』

RFC 3446

送信元特定マルチキャスト（SSM）の概要RFC 3569

Internet Group Management Protocol（IGMP）スヌーピングスイッチの考慮事項RFC 4541

『Protocol Independent Multicast - Sparse Mode (PIM-SM): Protocol Specification

(Revised)』

RFC 4601

『Anycast-RP Using Protocol Independent Multicast (PIM)』RFC 4610

『IP Multicast MIB』RFC 5132
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


